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実学のすすめ

だよ
早稲田応用化学会発行

いう体験を語られ深い感銘をうけたのをいまでもよ

く覚えている。

卒業論文の面倒を見て下さった松井先生からはい

つもひどく日じられたが，いろいろ為になることを教

えて頂いた。殊に先生は工作やガラス細工がお好き

で¥実験室のー偶に小型の旋盤を据えておられたし，

私も子供のときから自分でオモチャを作ってあそぶ

のが好きだったので気のあうことも多かった。松井

研究室で，恒温槽のリレーや含水塩の転位点を調IJる蒸

気圧計とかいろいろな実験装置は，大抵手細工でつく

ったのもなつかしい想い出になづている。

硝子細工でけがをしたり，薬品の爆発でやけどを

したことも何回となくあるが，これは化学の研究に

神原 周 つきもののことで，そういう危い場を数々ふんでき

いまから40年も前の昭和のはじめ，私は応用化学

科の学生だった。高田馬場の駅のまわりはまだ水田

で，そこから大学の旧校舎まで細いあぜ道を同級の

石川きん (現本会々長)などと一緒にてくて くと歩

いて通った。雨でも降るとひどいぬかるみになって

えらく難儀した。スクールパスも電車もなく，舗装

きえしてなかった。

そのころ故小林久平，松井元太郎，小栗捨蔵先生

や今もご健在の富井，武富先生らが本当に親身にな

って私たちをしこんで下さった。先生方もまだ若く

てはりきっておられたし，学生の人数も少なかった

のであのような良い教育ができたのであろうが，そ

こでたたきこまれたものはいまも私の身についてい

る。

小林先生から研究したことを生産にうっす筋みち，

工場の設計から煉瓦の積み方，会社を設立する手順

なども教えて頂いた。その講義の中で工場の敷地を

えらぶのに駅や港から工場までの聞の道をよく調べ

なければいけない。途中に狭いトンネルがあったり，

弱い橋があったりして，そこを重い機械や大きなボ

イラーが通れないでひどい限にあったことがあると

て幸いに生きのこったので，どうにか一人前らしい口

がきけるようになったかと思っている。私は本を読

んだだけではなかなか書いである理窟がのみこめず，

すぐ眠くなってしまうことが多い。それで本を読む

よりさきに実験や合成をやってみる。実際に仕事を

しながら，その中にある理窟についてどう解釈した

ら良いのか，それを親切におしえてくれる本をきが

して読む。このときはこっちが理窟に餓えているの

でよく頭には入る。そういうことをくり返し，いま

もそれをつづけ，また人にもそれをすすめている。

本でだけ読んでわかったような気がした理窟もじ

きに忘れてしまうことが多いが，自分で手足をうご

かし，体でおぼえたことは一生涯なかなか忘れるも

のではない。水泳でも自転車に乗ることでも化学の

実験でもおなじである。このような実験をとおとぷ

気風を，もう 一度早稲田の応用化学科にもり立てたい。

何を知っているかでなく，何をなし得るか，その能

力こそ人聞の高貴な内容であろう。それを高めて行

くためには魂の入いった実学を，昔にまして大学教育

の中にしっかりともりこんで行二きたいものである。

それを実行するには極めて困難な時代であることは

よくわかるが，困難だからといってあきらめてしま

いたくない。これは切なる私のねがいである。

(東京工業大学名誉教授，早稲田大学講師，潤滑油

中央技術研究所所長，高分子学会会長，昭和5年卒)

-1-



ウイルミングトン便り

各地で御活躍の同窓の皆様へはからずもお便り出

来る機会が与えられました事を感謝します。 3年程

唐りました北大から，当地デラウエア州ウイルミン

グトンのデュポンの研究所に移って，この11月で5

年になり，一頃の緊張の速続した日々からやっと解

放されたこの頃です。来た当座は，いろいろな事が

ありました。 例えば，小学校3年生であった息子

は日本で全然言葉を習って行きませんでしたので，

学校に入っても最初は勿論全〈判らず，大変の様で

した。入学して 2， 3日たった頃，他の生徒と同じ

様に，皆の前で物語をしゃべる様に との宿題が出さ

れ，父兄の私宛に言伝てが来たのには，弱りました

そこで私が日本のかぐや姫の話を簡単に英訳し，絵

と一緒にカナをふって持せましたら，息子は平気で与

何も判らずに，それを皆の前で読んでどうにか責任

を果した事等がありました。結構， クラスの子供達

は判ったらしいという報告に感心したことなどが昨日の

様に想い出されるこの頃です。全〈意味もflJらずに

子供達が最初に暗記した事は，授業の始めに行なう

例の国旗に対して忠節を誓う文句の様でした。一つ

の教育の面を反映していると言えるでしょう。この

頃は父兄会等で親の私共のアクセントを聞く迄は，

先生の方で子供達が日本生れである事が判らない位

に上達して了いました。 PTAと言えIi'， この頃は

秋の新学期と共に，私共に会長とか副会長になって

くれと勧誘があり，ことわるのに今の処は外国人だ

からという事で逃げています。昨晩は，末の子の小

学校の参観日で， (この様な集りは，全員の父兄が

出られる様に夜に開かれる事が多い様です)新学期

に当り 4年生の課目別担任の教え方，方針等を聞

きに行きました。その中で，社会科の先生から“2

種類の教科書を同時に使って，著者の違った見解を

比較して教える"よ言うのを聞き，もっともだと恩

竹下常一

いました。批判の精神を小さい内から養う事によっ

て，盲従する傾向を少なくして行〈訳で良き市民へ

の教育の一面と恩われます。私共の子供の頃のいわ

ゆる固定教科書による画一的な教育とは異なってい

ます。

当デラウエア州、|は東京都の3倍程の広きを持ち，

アメリカでは 2番目に小さい州ですが，人口は約50

万程度です。東京の 5%足らずですから其の点全く

の田舎です。 しかしこと化学工業に関しては御承知

の通りテ'ュ ポンを始め.ハーキュレス，其の他の化

学会社，研究所があり， 一つのメ ッカになっており

ます。其のため内外の著名科学者の旅程に組入れら

れている事が多し同窓の大饗きん，山本きん，土

田きん等すぐれた業績を持った方々が当研究所を訪

問され，ワセダの名前が知られ，私も大変肩身の広

い感じが致しました。逆に，数多くの会社，大学が

東京に集中している日本とは臭って，こちらを旅行

される方々にとっては，あちらこちらと飛ばなけれ

ばならない不便があるわけです。もっとも今でもニ

ューヨークに本社のある企業は多いのですが，それ

らはどんどん逃げ出している様です。最近見た漫画

の一つに，会社の重役らしい人が駐車違反で車が遼

ぴ去られるのに向って“その車を持って行くなら，

私の会社を全部ニューヨークから引き抜きますよ

と言っているのがある位です。丁度終戦の前の年に，

混雑する新宿駅で東京から疎開する人達が荷物をタ

タキ売りをしても，誰も買手がなかった事とか，貸

家が安〈売りに出ていたことなどを思い出しました。い

ずれにせよ始めから地方にいるデュポンでは，その

様な必要がないわけで 1兆円以上の売り上げを誇

る世界最大の化学会社として，ウイルミングトンの

市のほぼ真中に所在しています。会社の紀要により

ますと， パリ生れの初代のデュポンはかのフランス

の大化学者ラポアジエの弟子でしたが，1800年に，

ナポレオシ時代に不満を抱き，新世界にやって来て

2年後に会社を設立しています。丁度日本では本居

宣長が，古事記伝を完了した頃に当ります。今では，

初期の施設が住居と共に博物館になっていますので

化学工業史に興味をもたられる人々に何等かの参考

になるのではないかと思います。

この 5年間で¥一家5人の生活内容も大きく変り

ましたが，それにしましでも世界の政治，経済状態

が大きく変ったのには，お互いにおどろかされる処

です。いわゆるxxショ ックと云う所です。何時の
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時代も転換期に立っている様な気がするものですが

この頃は特にその感を強くします。あちらこちらで

の研究所で人員の削減が行われている事は御存知の

通りだと患います。2fr世紀の後半に向って，ょうや

く単なる生産の増減，経済の変動だけでなく，何か

本質的な変化というのか，価値観の変化が行われて

いるという感じを深くします。この頃の環境に対す

る異常な関心の深まりはその最たるもののーツです

が，その様子を見ていますと，昔の科学空想小説を

想い也します。火星人か何かが地球を攻めに来たの

に対して，普通の攻撃方法では歯もたたないので，

困った地球人が考えた結果，その火星人のはいせつ

物をかけてみた所，すっかり参らせてしまったとい

うがその筋書であったと思います。やはり今迄長い

間，余り後始末をしないで生活をしていた人の報い

という処でしょうか?いろいろ科学技術に対して風

当りが強くなって来ている様です。ある未来学者に

言わせると，西欧文明は科学という信仰をもって来

たが、その二つの大きな中味は 1.我々の欲しいも

のは何でも発明できるということ(必要は発明の母)

2.発明したものは何でも使わなくてはいけない，

ということです。過去一世紀の聞に人聞の移動する

速きは歩行速度の10km/時から自動車のlOOkm/時

を通って，飛行機の 1，OOOkm/時と 2ケタ上って来た

が，この場合， もっと速く行きたい;速いことは遅

いことより良いという命題で進んで来たわけである。

それでは同じくもう 2ケタ早くなって100，OOOkm/時

になったらどうだろうか? この速度はいわゆる“エ

スケープ速度"を超しているので，地球から宇宙空

間に飛ぴ出して了うのである。いわゆる進歩のもた

らす結果のーっき如実に示したものといえる。

新らしい政策の影響で最近は中国に対する関心が

深まりつつあるのは御想像の通りです。ハリやキュ

ウの記事とか，中国に伝わる健康に関しての諺等が

自につきます。例えば，中国では子供を健康にして

おきたかったら，いくらか空腹に保ち，そして少し

風邪をひかせるのが良いと言われています。何でも

化学薬品で殺菌するという考えに対して，少しでも

軽い病気をさせておくことで，抵抗力を子供につけさ

せる方法が良いときれています。こちらの新聞も面白

い所に気がつき始めた様です。この様な昨今のニュ

ースに対して、よく自然科学は，物質の面で相当な

進歩を与えたが，人間自身はあまり変りばえしなか

ったとも言われています。 しかし，近代生化浮の発

展によって，この点も大きく変る可能性がある。記憶

感情を含めて頭脳の研究は現在の人間自身の能力増

加をもたらし，更に遺伝子の操作を通じて，人間そ

のものの改良すらもこの頃では話題にのぼる時代に

なりました。訓練したネズミの頭脳をすりつぶして

そのエキスを他のネズミに注射する事によ って，前

のネズミが学習した内容を移すという実験が数多〈

行なわれていると聞いております。学ぶという事や

純精神的な内容が化学的物質によって代用され得る

かも知れないという事を程遠い感じ (或いは馬鹿に

つける薬の発明が出来そうな感じ)であっても，真

剣に考えている人々があります。或る人に言わせる

と，学生逮はやがて10年20年の研鎖を経た大先生の

専門も一瞬の内に注射でトランスファーできるとい

う期待感のために，主体性を失い.学生騒動等に走

るのではないのかというのだそうです。文字通り知

識の切り売りでしょうか。 しかし， 一面この様な頭

脳の中の化学成分も子供の頃からの教育によって豊

かにされるとしたら，教育者の責任もその重大きが

もっと明確になる訳です。そこで教育者とか，ひい

ては学校の先生に対する評価という厄介な問題が

起きます。面白いことに当地は 3ドルも出せ

ば大学の内容格付をした一種の番付表の様なものが

手に入るという所です。人聞が評価するのですから

問題がありますが，多くの権威者の意見を集め，例

えば化学工業ではウイスカンソンが1位であるとか

化学ではxx大学が20位等と格付きれています。或
いは前回よりはMITが!順位が下ったとかいろいろ

解説がついているという状態です。仲々やり難いこと

でしょうが，同じ様なことは州政府機関についても行

なわれて当デラウエア州等は，かなり下の方の順位

だったと報ぜられていました。神様がいて評価する

のが一番良いのですが，それに近い様に多くの人々

の知恵を集め適正な評価を行なって行くの杭やはり

進歩にとって大切な事ではないでしょうか。それに

反して化学の研究において，小きな穀に閉じこもり

一種のクラブを形成し，お互いにそのグループ内だ

けでやりとりしているような場合には，全体からの評

価点も下る結果になります。ハモンドは其の様な例

としてカルボニウムイオンの化学はつまらないと決め

つけていますが，仲々言い難いことも発表きれている

のに気がつきます。

いずれにしても，人は元来言葉によ って考える訳

ですから，その点大切な道具です。我々の様に単ー

の国家で成長したものは「般的に語学が得意て・ない

と言われていますが、要はどの位若い時代に習うか

ということで決まる様です。大体3併℃で渡米した人は

2併tで来た人よりまずし l併tで来た人とは話にな
らない位であるのが普通のケースです。従って言葉

を聞くと，大体何時頃渡米したかすぐ判って了う訳
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です。どこの家に行っても，子供はアクセントがないの

に親の方はこれが抜けない状態です。 50年もアメりカに

移住している一世の話でも16-17オ以上で渡米した

様な人々は，今でもタクワンの味を楽しんでいる連

中が多いというのと同じです。

それで，当市に近いフィラデルフィア医科大学の

先生の話によりますと， 日本人の胃かいようは発生

場所や何かが食物の関係で，米国人とは違うそうで

ある。そのために.日本人向きの治療が必要である

と聞いていますが，仲々味合うべき教訓を含んでい

るように思えます。

私共はウイルミングトシの郊外に住んでおります

が，文字通りの回闇住宅で近くには乳牛が何頭も昼

寝をしているような所です。部落として150軒程の家

が集まっておりますが， 日本では珍らしくなった隣

組の様な組織があり，毎月一同集まって共同の問題

として道路の修理を州政府に陳情するとか.共同プ

ールの管理等を議論して地域社会のつながりを深め

ています。麻薬の問題なども重要なトピックで専門

家を招いて話を聞いたりしています。時には皆で共

同施設の清掃とか，芝生の手入れ等を自発的な意志、

でしますが，昔の開拓時代を想い出させるーコ?で

す。

折角の貴重な機会を与えられましたのに，取りと

めのない便りになりましたことお詫ぴいたします。

では故国の皆様.御元気で。

(註)竹下常一氏(第31回・昭和25年卒)は，現在，

デュポン社の基健研究所に勤務され，エラストマー

の研究に専念しておられます。住所は次の通りです。

勤務先

Elastomer Chemicals Department 

Research Di吋sion，Experimental Station 
E‘ L Du pont de Nemours sr Company Inc. 

Willmington. Delaware 19898， U. S. A. 

自宅

4 -' Alton Road， Drummond H丑l

Newark， Delaware 19711， U. S. A. 

早稲田応用化学会新役員

42』2E 長石川平七 高木陽太郎，牧 親彦，神原 風照井総治

副会長銀目達雄，棚橋幹一，森田義郎 若山一彦，平野静夫，田上 信，横山鹿之亮

監 事色川御胤，牧 親彦 堀1 米耕平，豊田 善雄，伊藤 孝.棚橋斡ー

庶務委員豊倉 賢 百武 寛，春日井佐太郎，大友恒夫，尾立維恒

録集委員土田英俊 井上 勇，安倍通夫，岩崎 馨，細田喜六郎

会計委員鈴木晴男 種村哲哉，柴田嘉一郎，広川隆一，阿保栄司

評繊員型車盟) 清水常一，高嶋 幹，田中 甫，中曾恨荘一

高橋栄二，松尾 毅，伊藤政勝，沢田祥充

石川平七，大坪義雄，村井資長，吉田 忠 上回忠雄，小林龍三，小田五郎，西島公信

篠原 功，森田義郎，域塚 正，加藤忠蔵 吉田茂治，小野裕二郎，浦上良文，赤林 宏

長谷川弘鈴木晴男，藤井修治，宮崎智雄 山田寅之助，野村謹亮村松林太郎，板倉 宗男

佐藤 匡，宇佐美昭次，平田 彰，豊倉 賢 岩城謙太郎，犬塚克己，石館達二横溝克己

土田英俊，東 健一，関根吉郎，高宮信夫 小野 三郎，百目鬼清，東野博樹，回中 守

井口 馨，伊藤礼吉，蒲生 格，高橋博彰 本田尚士，木邑隆保，堀内志郎，山本明夫

多国 愈 藤本訓孝，倉持悦朗，津富正孝，島崎和維

(名誉会員) 柳沢 恒，名手孝之岡田 豊，松本 要

富井六造，武富 昇，山本研一，肝付兼英 中西克夫.前島哲夫，橋本一郎，声高 肇

水野敏行 坪井彦忠，富島昌樹，牧野兆男，宮地俊夫

(主---.1.1:) 渋谷敬一，森田愛一郎，渋谷 誠，宇佐美盛爾

山沢松男，稲田勇太郎，色川御胤，桑原光雄 吉富末彦，村上昭彦，川田 カイ菊地英一

坂田 誠，芳賀惣治，鳥井敬文，荒木一郎 土本時二，荒川秀夫
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日本の化学屋とアメリカの化学屋

昨年のことだったと思います。京大のS教授が御

見えになって講演をされた後，各研究室を御覧にな

ったあとの感想が 「見たところ，日本の研究室と

アメリカの研究室は大 した違いは念いのに，なぜ

アメリカの研究所の方が成果があがるのでしょうね」

と言うことでした。高分子では，海の内外を通して，

名のある S教授のことですから，御謙遜で言われた

のか，或は一般民間研究所と比較され，慨嘆された

ことと思いましたが，御見受けしたところ，本当に

日本と米国の研究所の効率の差を考へておられるよ

うに思われました。

確かその時は，私も深く考えず「研究費が多い

からではないでしょうか」などと，ば〈然とした無

責任なお答えをしましたが，今回 r応化会だより」

に原稿をお送りすることになりましたので，この機

会に，泌らくは90%が化学屡さんであろう読者の

少しでも御参考になればと思い，この問題を再考し

て，奮いてみたいと思います。

この問題を正確に考えるには， どうしても化学研

究所と言うも のを二つに分けて考えねばならないと

思います。つまり，

(A)研究化学屋の問題

(8)研究システムの問題

と言うことです。勿論，この二つの問題を金にいと

めをつけず解決しようとすると研究費が〈・んぐん増

大して金の問題と言うことになる次第ではあります。

まず (A)の問題ですが，之は突詰めて行くと責任は

研究所よりも，むしろ大学院の方へ落ちて行〈様で

す。このこ&は，今更説明す るまでもなく皆様

御存知のこととは思いますが，行きがかり上簡単に

申し上げますと ，ま ずこの国では大学院で 4，

5年勉強して学位を取マ た者でなければ，研究

友松英夫

化学屋としては採用されない訳です。きてこの辺

で予防線を張らして項くと，私は別に日本の化学

屋が劣るなどと言っている訳では全くありません。

日本には非常に優秀な化学屋さんが多くおいでのこ

とは誰よりもよ く知っている積りですが，私がここで

話すのは兵隊の位で言えば，兵隊の中で一番数

の多いかけ出しの研究化学屋きんのことを言ってい

る訳です。

私は日本の大学のUndergraduateのレベルは，分

野にもよりましょうがむしろ米国よりも高<，平均した

ら日本の学生は米国の修士に近いと思っています。

しかし学士を取ってからさらに4-5年間を， 日本

の高校生の試験勉強の様に過したら，やはり相当の

幅広い化学の知識が身につくであろう事は，勉強好

きの我々日本人が一番良 〈知っていると思います。

この (A)の問題が研究所よりも，むしろ大学に

責任があると申し上げた点は，このことにある訳で

す。具体的に申し上げますと，日本の場合は，こち

らに来ております大学院学生諸氏に聞いてみますと，

どの大学でも，大学院に入ると，各教授のもとで比

較的早〈 専門イ判，て徒弟制度式に専門分野の研究を

しながら ，関連知織を増して行くのが主で.講義

はむしろ学生のゼミ ナール式が主な様です。之 l

に反してこちらの大学院の場合は，大休学位を取る

のに 4年半 ぐら いかかりますが，初めの 2年は，ほ

とんど実験はな くて集中講義をやられます。この間，

学位論文のテーマなどは，考えられません。ただマ

イナーリサーチと言って大学院の学生の大部分は給

料をもら っている関係上，小さな手伝い程度の研究

テーマは与えられますが，学位論文とは全〈関係あ

りません内ごの集中講義は，特に初めの半年ぐらい

は，むずかにいものを無理に取らさ れます。 つま

り初めの半年ぐらいで，大学院を卒業出来るや否を

試めされるわけで，可能性のない学生は，早〈追い

出して少しでも無駄金 (奨学金)が出ないようにす

る為です。私がオハイオ州立大学に入った時に，動

力学の講義に少なくとも 250人の新入大学院生がい

ましたが 3ヶ月間(この間に 3回試験があります)

に約70人に減ってしまったのには驚きました。御参

考までに，初めの 3ヶ月間に取らされた講義は動力

学 I.理論有機化学 1. 高等有機化学 I.でした。講

義は 120分で週2回あり，特に動力学は毎週7題ぐ

らいの宿題が出で週末はその宿題にとられ，連A日，
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夜も数時間しか寝られず，本当に日本の高校生な 人にはたとえ正し く解いても何か頭に残らない気

みだと思ったことを覚えています。この応化だより がします。最 も理論は講義で教わっているのですが。

を御覧の皆様は，ほぽ化学屋きんと思われますので， 毎週動力学だけでも大量の宿題の上に:他の授業も

実際の動力学の宿題の典型的なものを下記させて頂 ありますし，寝る間もないことは御想像頂ける と恩

きます。米国の宿題は日本で言う演習問題 と比ぺて います。

実用的なのが特徴です。これが良いか否か，我々日本 必須科目は (理論有機1. II . m.高等無機化学

Chemtstry _ 881 
Probte:ms due Ociober 24， 1960 

l. The四ts1n Oh1o an tnaect called a cric:k.et，叫1ich，ln the四血血目廿me，makes， at regular intervah， a noise c.aUl!d a chirp. An old 54:戸ngstates 
曲目ifone counts the nu皿.berof ch1rpS a cricket makes ln 14 seconds， and 曲目 add!40， the value obtained is the temper副町eln degrees Fahren. 
h~it. Auu皿1natM. to be correct at an average su皿皿e.revening temperature of 700F . ， calculate the activation eneriY of the c:htrplng proceu. 
State ・!xpl1c1tlythe as・umpttonswh1ch you made ln order回 makethe calculatton. What are the units ln wh1cb your a.ctivation energy 15 expreued. 

。+
2. A substance M reacts w1th acet1c acid ln w副 ersolutton to form products R and 5 T according to the stoichiometr1c: equation 

M + AcOH ーー一一ー一ー一ーー R + 5φ+ AcO. 
The 四回-determ凶 naatep ln由isreaction is tbe react10n 01 M vith hydrogen lon， with velocity constant k 

M + H+ 一一~
Derlve an expressl個目1at1nathe concentratlon 01 product R to the time in阻 ac"etlcacid-sodium a白川ebufler solut1on in wh1ch the concentratlon. 
。1the bufler conl出uentsare 01 the sa皿eorder 01 magnttude al the 1nitlal concentratlon， a， 01 substance M， but much larger， 01 course，曲目 the
1nltlal conc回世岨曲。fhydroaen lon 1n the buflered solut1on. 

3. The 101山 ation01 a n1tro臨出血e1n the presence of hydroxyl 10n i.s a second 0吋 erreaction wh1ch i.s ellect1vely lr同 vers1ble.

RCH2N02 + Na+ + OH-一一一一ーラ RCHNOZ-+ Na+ + H20 
Since hydroxyl 10n b ch凪，0<1回 theac1-10n， the reactlon m1xture 1n a conductivity cell and measur1ng the res1st皿 ceof Jhe system. The lollowing 
data rep。円 theresul~ 01岨 experimentat 16. 10C. in which the initlal concentratlon 01 the nitromethane was 7.52 x 10・4moles p官lt.terand曲目。f
base was 1.504 X 10・.'"moles per liter. Determ1ne the rate constant 1n lt.ters per mole per minute. 

TI且e(min.) Resi.stance (ohm.s) Time. (min.) 
o ~N 2.W 
0.61 lJ5α2.78 
.~ Q∞ 3.38 
l.17 4800 4.10 
l.49 49∞ 5.∞ 
l.87 SOOO R∞ 

Res1stance (ohms) 
51∞ 
52∞ 
53∞ 
54∞ 
5500 
5970 

4. ^ reactlon 01 stoichlometry 
^ + B -一一一一→:.-C + 0 

i.s started with in1tlal concentratlons 01 ̂  and B both 0.05 moles per 1iter. The per cent of ̂， and B， reacted， varled with the time as 1011ows: 
恥Hnutes
o 
10.8 
26.5 
33.5 
56.0 
92.2 
12l.3 

'" 

Per cent 
O 
17.5 
34.3 
40.2 
52.3 
64.2 
70.0 
89.3 

Calculate the veloctty const町ltlor the reaction 01 ̂  with B. 
5. The hydrolysts 01 an alk.yl halt.de 1nvolves， 1n some cases.， s回 u¥t曲目usfirst-and second-order re紅白目

RXー....h..ー+ピ φX
last 

R 令 OH一一一一....ROH 
RX + OH--ー主~ alcohol or olef1n 

Determ1ne k and k. at 4~C. from the follow1ng data， a11 referrlng to the hydrolysls react10n 1n a 501v四 tprepared by adding 6∞ml ab501ute 
ethanol to 400 m1. of water. Express k 1n rec1procal hours， and k 1n liters per mole per hour. 
Table 1. Reaction at 65' 1n an orig1nally neutral帥 lutlon Table 11. Reaction at 4デM 血 alkalt.ne501ut10n 

Tlme (hr.) RX (m/l.) Tlme(hr.) RX (m/l.) N“コH (m/l.) 
o 0.0998 0 O.ω84 O.ω84 
2.1 .0864 3 .0811 .0811 
3.25 .0795 5 .0768 .0768 
4.25 .0745 .0726 .0.726 
5.50 係87 1l.5 .0656 .0656 
7∞.係19 16.75 .0585 .0585 
8.50 .0572 22 .0525 .0525 
9.90 .0507 26 .0487.0487  
12.∞ .0440 3l.5 .0442 .0442 
24∞ .02∞ 
3l.00 .0112 

The activation e.nergy lor the firsト。rderreactlon was found to be 22750 calor1es per mole. 

6. 11 an ex。由ermicreact10n 15 carr1ed out ad1abat1cally 5tarting at同mperatureT the total temperature r1se， T a -T o. i.s proportional to the heat of 
react1on， with the proportionalt.ty con5tant determ1ned by the-heat capac1ty 01 the system. Further， at any time.， t， dur1ng the react10n at which the 
回mpe四回向。fthe sy5te.m is T， the Iractton 01 the total temperature r1se工ムエ.2:measures the ex岡田。1the reac:tlon. 

1a- J。、
However， 11 the 5a皿ereacrtng sy5tem 15 U5ed in a thermostat maintained酎 temperatureTo， heat wl11 leak from the reaction vessel at a rate pro-
porrtonal to the temperature也fferenceT-To， as a1ven by Newton ' • law 01 coollng 

Rate of Temper回目、echange -k2 (T-To) 
11 the rate 01 productlon 01 heat by the reaction is greater th曲 therate 01 heat 1015， the阻 mperatu向。fthe t:eaεtion mixture 'fI叫1ri 5e to a maximum 
value， T m， and then decrease 

Show that， for a且円トorderreact10n 01 velocity 四日出ltk. ， th， temperatures Tm， To，. Ta are related by the equatlon 
T_-L m -"0  ..， 1¥. 

'Ta"="'TO ・a寸士y
where X 15 equal to the ratio k21 k， ・
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1 . n . m.動力学 1， 熱力学1，高等無機化学1，
コロイド化学，薬化学等)でした。驚いたことに，

これら必須をとっていた一年半ぐらいの聞に，休講

あるいは，ゼミナールに代行することは一度もあり

ませんでした。必須科目を取り終りますと.Ph. D 

Qualifying Examination for Cumulatives， Organic 
Chemistry 

Saturday， March 25， 1961 

Name 

1. Give an import町ltuse of the following reagents 
in organic chemistry: 

a. Dichlorodimethylsil町四

b. Acetyl peroxide 

c. Trityl chloride 

d. Carbon disulfide 

e. Methylene iodide zinc-copper 

f. lmidazole 

g. Sodiu皿・liquida皿皿on18

h. Lithium diethyla皿ide

i. Ethyl chloroformate 

j. Carbon monoxide 

k. Acetyl nitrate 

1. 1-N-piperidinocyclohexene 

2. Give an adequate synthesis of the following com-
pounds from the given starting materials. 

A.O)→ CCX:H 

B OYOCL O二y…

C ∞→αニ。

D. 0 ーーーーヨ・ 凸

コースに入っても良いよ言う資格を受ける試験があ

ります。これは相当大きな試験で¥全部有機化学の

中から出ます。今，手元に残っているのは 7頁で

大体有機合成の基礎豊が主体で，例へば，次の様な基

礎的な問題からできております。

E. 0 ーーー一一ー~。
F. 0 --W 、

G ∞→d 

H.O ーーーーー"
HC-C01CH， 

O 

I くxx)~ co) 

3. "Yri!e.?ut equations using ~pecific examJ>le5 for 
the follo叩 ing:

A. Three methods for converting a keto恒e，RCOR'. 
to an acid of structure RR 'CH-CO H. 

B. Three methods for synthesis of three-membered 
ring compounds fr百maεyclicintermediates. 

C. Thr~e ~ethods f?r sY?thesis of compounds con-
taining five membered rings. 

Give an important contrtb叫tionof the followtng or-
ganic chemists: 

1. Ziegler 

2. Robinson 

3. Windaus 

4. Staudinger 

5. E. Fischer 

6. Kekule 
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きてこの試験にパスすると，いよいよ集積試験を コースの中で一番むずかしい山と考え られています。

取る資格が出来ます。これは確か12回のテストのう 典型的な例を 2つほどあげますと次のようなもので，

ち8回パス しないとPh.Dを得る資格を失ってしま 合成よりも反応機構が主体となっている様です。

います。これは比較的むずかしい問題が多 く，Ph.D 

Monthly Exa皿tnaUon

Organic J?ivislon 

Dr匂R.J. O¥1ellette 
Saturday. Apr¥1 27. 1963 

1. 

:Oぐ
A 

7・ Deu注目・。cyc~?~el?t~t...ri~ne <.主)rearranges ..，hen heated to 1α3・1.ω10formina a mixture 
01 deuterocycloheptatrtenes. Wr1te a rea-
sonable mechanism for this rea.ction from 
the 10110..，1n8 experirnental observattons 
lnd~cate .ho~ your mec:;hanism 15 1n 4greement 
with each observatt叩1

1) ~ass spectral data indtcates that no pro-
ducu 01 mass greater than 93 are formed 

2) a prominent fe4ture of the pro拍 nmagnetic 
同日nan日 spec廿 a15 a t同pl.t(1:2: 1) of 
tr¥pl.t (1:1:1) at 7.8 "，ith阻 intensity
01 one proton 

3) d~ring the-reac:tion the multipl引回 7.8
changes toward a triplet (1:2: 1) w1th an 
intenstty 01 2 protons 

4) wb，ile the intensity 01 the multiplet at 7.8 
1s increasing回ward2， the low fteld 
signsl attributed to the proton 1s de-
creasing 1n intensity 

5) alter the_ re~tton has proceeded lor 10ng. 
er per10ds 01 time the deuter1um becomes 
dhtributed at a11 posit1ons. There are 
lndlcations Irom the proton magnet1c re. 
son.面目espectra that the deuterium ap・
pears in the position prior to the 
po31tion 

6) the entha1py 01 activation 13 31 kca1/皿。1.
and ~he entropy 01 activation 15 .10 ca1/ 
deg/mole. 

1I. Wagner.Meenvein 1，3 hydride shilt1t 
have recent1y been inve3tigated n. Propyld-
m1ne dea皿inatesin aqu明日 nitTou3acicl t，。
g1ve n.propy1 alcohol a血ong011. nu皿ber01 
。therproduct3. 

HN02 ， CH3CH2CH2NH2→2ヰ (CH3CH2CH~J
H.O 
二二丘三ー CH3CH3CH3'OH 

Two isotopica11y labeled compounds have 
been inve3tigated. The 1 posiUon has been 
labeled w1th C and th.e n.propyl alcohol 
degraded by conventiona1 mean3. 1， 1，2，2 
T etradeutero propylamine has been 3ynthe-
sized and deaminated. The resultant d巴Jte.
['_a~e_d .!l.propyl a1cohol was exam1ned by 
N. M. R. Comment on various ways 1n which 
the labe13 may be d15tributed 1n the3e two 
compounds and how this can be used to sup. 
p。町 thehypothe5t5 that 1， j hydride sh11u 
can occur. P01nt out町lycompeting rear-
rangement5 to give propyl alcoh01 that may 
complicate the interpretation. 

1¥1. CH -N・N.CH decomp05es to g1ve me. 
thy1_rad1cals and nitrogen. Thts might oc. 
cur by 51皿ultaneoustwo bond rupture (E. 
quation ̂ ) or by 8. rate determining single 
bond c1eavage followed by 011. signiftcantly 
laster second step (Equations -B and C 5. 

A) CH3-N・N-CH，ーーラ 2 CH3 + N2 
B) CH3-'N-N-Cii一一歩 CH3-N2 + CH3 

C) CH3 -N2 一~ CH30+N2 

The diisopropyl町四10gdecomposes 100 
t~me s faster than the dimethyl compound. 
lf the methy1 isopropyl analog is decomposed， 
an 1ntermediate rate is observed. 

Assuming that the mechan1sm does not 
change 1n this ser1es 01 compounds (i. e . 
. they are a11 single step or 8.11 two 5tep re. 
actions) how wi11 the rate of the methyl I50-
propyl compound-compare with the two refer-
ence compo旧世s. ^ qu町ltitativeprediction 
can be made for both mechanisms. State 
any aS5umptions made 1n arriving at you‘ 
answer. 

lV. The heat 01 fl。町nationof cyclopropene 
and the cyc lopropεnlum ion have been deter-
mined by the use 01 conventional calorimetry 
国ldappearance potentials in the maS5 spec-
tra. 

"!，he hea~ of combu5tion of cyc1opropene 15 
・485kcal/mole. The heat5 of formation of 
CO and H 0 ar. 94.4 and 67.9 kcal/mole 
respectively. Calculate-the heat of forma-
‘tion of cyclopropene. 

The heat of formatton of cyclopropane i5 
12.7 kcal/mole. Ca1culate the heat of hy-
drogenation 01 cyc1opropene. The value of 
t~e_ h~at 01 .hydrogenation of cyc10pentene i5 
-26.9 kcal/mo1e.-How may the difference 
between cyc1opropene and cyclopentene be 
explained. 

The a.ppearance potenti.al 01 cyclopropene 
lor the proceS5 R・H-R++H+-e・hasbeen 
d.t.rmin.d to b. 11.15 ..V. (2S6.5kca1). 
The correspondlng appearance potentials 
for methyl .. 日 tyleneand a11.n. are 12.06 
e.v. (277.5 kcal)岨 d12.02 e.v. (276 
kcal) respecttvely. The heats ollorma.. 
tion 01 methyl acetylene a.llene and the hy-
drogen創価町e44. 46阻 d55 kc..1. r.s-
pectively. Ca.lcula.te the heats ollorm.ation 
01 th~ 10n5 derived trom cyclopropene， 
methyl acetylene and a.llene. What conclu-
510n5. mtght be dra.wn Irom tMs dat& concern-
ing the 5tructure 01 the ions in the gas ph.asf!. 

きて (8)の問題に移りますと，これは比較的簡

単なシステムの問題でして，要は，研究化学屋でな

くて出来る仕事，例へば粘度の測定や分析などは

すべて補助部門が行い，研究化学屋はその人でな

ければ出来ない実験と， 考えることに専心出来るよ う

にしであることが一番の相違であろうかと思われま

すη 細かく申し上げますと，研究化学屋は普通助手

(テクニ ッシャン)一人とー諸になって研究単位と

なり，一つの研究テーマを与えられます。勿論，重要な

研究には数組もの研究単位が取り組むことにな ηます。

日本の研究所にいた者にとっては，助手一人と言

うのが何か貧弱で，果して効果が上るのかと疑問に

思ったのですが，やってみますと本当に研究に使え

る助手と言うのは一人がやっとで，二人の助手は，

とても使えない事がわかりました。つまり研究屋は

その目標に到達し完成すぺ〈実験方法を考え実験計

画を立て，助手に実験を行わせます。その実験結果

に従って次の実験の条件を決めて，実験を重ねて次
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第に目標に近づいて行く のですが，その問題を使

う必要のない時は自分も実験を行い，実験の部分が

早〈進展する様にします。一人の助手は全〈研究屋

の手足で研究屋のやりたい実験を，そのままやって

くれます。助手に実験をやらせている間， 研究屋は

文献を調べたりして頭 を充分働かせ，次の最善の

方法を考える事が出来るようになっている訳です。

この様に使る助手ですから， 日本の化学の助手と

は大分ちがう様です。彼等は大学出と高校出がまじ

っていますが，化学専攻者はいません。中には元高

校の歴史の先生や，音楽専攻でマスターの学位を持

っている人などもおります。 一般に大変器用な人が

多<.仕事を与えないでおいても黙って器具や薬品

の整理をしたり，実験装置にペン キを塗ったり，大

変気のつく連中ですから，かけ出しの研究化学屋などに

は特に優秀なテクニッシャンをつけて， 実験技術を憶

えさせる次第です。 彼等も心得たもので，新しい

Ph. DI:っくテクニ ッシ ャンは仲間の聞で「今年

は赤ちゃんのお守りだよ」と言っています。

次におもしゐいのは，仕事の評価です。これは人

によって与えられるテーマが異るので，能力を比較

することが大変むずかしいために，グループ ・リー

ダーが各 Ph.D と常に連絡を取りながら，各研究

屋が困難に直面した場合どの様に処理しで行くか

と言う点でその研究屋の能力を判断し，研究の成

果のみで能力を判断する事はない様です。勿論グル

ープ ・リ ーダーは，困難に当面している研究屋が経

験の不足などから適当な方向に研究を向けて行〈事

が出来ない場合は色々と助言を与えます。

もう 一つおもしろいのは，各研究屋は一日 8時

間の労働時聞の内，一時間は好き勝手な研究をして

良い事になっています。つまり余り可能性のないテ

ー?を与えられた人は，ここで自分の好きな研究を

序々に蓄積して能力を示す事が出来る次第です。 ま

たこの点をカパ←する為に，もう一つ面白いシステムが

あります。 それは研究提案と呼ばれて， 研究屋は

コしーの取れる研究提案用のノートブックに自分の

アイデアを書き，同室の化学屋に認知してもらって

一枚を提出します。 これは， 日に一度，技術担当重

役，研究所長，グループリーダー，特許弁護士等の

前で討議され，重要度順に 1. II ・皿・ Nに分
けられます。つまり実験をしないでも自分の能力を

示す事が出来るようになっているわけです。研究屋

は月に一度，半ページから一ページぐらいのStatus

Reportを提出し，その月にやった事を報告し ます。

その他に年2回か 3回のFormalReportを提出しま

す。

次に一年に一度の考課についてお書きしますと研

究屋は年に一度グループ ・リーダーに面接します。

この時にあ まり能力のない者は，別のI也位，例えば

Rutiue typeの仕事に移るよう勧告されます。多く

の場合研究屋は，これをひどい侮辱と考えて他社

に去る様です。 また能力を認められない化学屋は

昇給しないと言う事実からも ，自分で悟れる様に

出来ていますの

きて色々と松の感じた日本と米国の化学研究所の

差について書きましたが，・少しでも御役に立つ

様なことがあったでしょうか。もしもあったとしたら

幸わいです。

しかし書き終ってみますと，大変大事なこと

が抜けてしまったことに気がつきます。それは，御

気づきの方も多いかと思いますが，最近の英国で行

われた調査にありますように，化学研究が実際に工業化

きれないで終ってしまう理由のたしか90%ぐらいは

技術的な失敗ではなくて，不完全な市場調査，原価

計算などの不適当なテー?を撰択したことに依るも

のだそうです。

これは私の浅い経験からも全〈同感する事実でし

た。その為に米国の研究所では，膨大な研究費が浪

費されております。その様な浪費を除〈為に，我々

研究化学屋は日本に於ても，米国に於ても，単に優

秀な技術や，優れた研究システムを持つ丈でなく，

更に高次の見地から研究テーマを検討する能力を

養成して，リ サーチ・ディレクターと共通の場を持ち

不適当な研究テー?を除いて，研究費と研究時聞の浪

費を防ぐ様にせねばならない時代になりつつある様

に思います。

(註)友松英夫氏(新制 2回 ・昭和27年卒)は，現

在 Jefferson Chemicals社の研究所に勤務してお

られます。住所は下記の通りです。

勤務先

Research Lab. Jafferson Chemical Co. Inc. 

P. O. Box 4128， Austin Texas 78751， U. S. A. 

住所

8409， Daleview Drive， Austin 

Texas 78758， U. S. A. 
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企業の研究と大学の研究

最近，応用化学科の学生諸君か時々見学に見え，研究

所の中を案内する機会がある。その時にいつも決ったよ

うに質問されるのは r大学の研究と企業の研究とは

どう途うのか」と云うことである。これは大学を卒

業してこれから社会に入って行こうとする人達が，

企業内研究所を目指すことが多 くなり，今まで自分

違がいた大学での価値体系と企業のそれがどう違う

のかに興味を持って居り.自分なりに考えている仕

事が企業内て継続出来るかどうかの不安を表しているよ

うに感じられた。この質問に対して，その時々に思

いつくままを御答えして来たわけであるが，色々と

話しをしている内にだんだん私自身も一体どこが基

本的に違うのかを考えるようになった。その中から

日頃強〈感じていることを述べて学生諸氏の御参考

にしたいと思う。私自身は大学を雛れてから久しし

大学の実情については疎くなって居り，大学との比

較はかなり的外れの点もあるかも知れないが，約10

年を企業内研究所で過した者の主観的な意見として，

御許しいただきたいと思う。

先ず第ーにあげなければならないのは，何と云っ

ても企業とは利益をあげることによってのみ，存在し

得るものであると云う事実である。これは今まで言

い古されてきた事であるし自明なことでもあるが，

やはり大学と企業の研究の最大の相違点だろうと思

う。研究者と云うものは洋の東西を問わす:研究に夢

中になるとこの事を忘れてしまうものらしし私の

研究所でも事ある毎に強調されているし，アメリカ

等の会社でもこの利益意識の向上には，心を砕いてい

るようである。

特に若い研究者は学聞のための学問，真理のため

の研究をやりたがる傾向が強<. rこの研究はいくら

の利益になる」とか「この方法だとコストが何銭下

佐枝 繁

がる」等とうるさく云われると，反援することが多

い。しかし冷静に考えて見ると結局自分達の給料は

自分達で稼がねばならず，資本主義体制をとってい

る以上，逃れることの出来ない宿命であるとも云える。

したがって一見現在行っている研究が直接の利益に

結ぴつかないように見えても，会社のト ップあるいは

上司は常に「いくら利益が上るか」を考えており，

この点を見落すと手ひどい目に遭うことになる。

同じく利益を最終目標にしていても，開発目標の時

間限度によって研究のやり方もかなり違って来る。

短期間の目標を持つ研究は応用研究が主であり， 一

方長期研究では割合いに基礎研究的な色彩が強い。

しかし企業の中では，長期研究と云っても大学など

で行われているようえ本当の意味での基礎研究はあ

り得ないだろう。昨今のような経済状態の場合には

特にそうであるが，将来10年先に市場が，あるいは

社会がどう成っているかは全〈予想、出来ない現状で

あり，日本の会社ではせいぜい 3年先，多くて 5年

先程度に目標を置かなくてはならない。これは全く

残念なことではあるが，これが現実である。 1例を

あげれば10年前に私が入社した当時キロ当り 300円

以上していたポリプロピレンがここ10年の間にあれ

よあれよと云う問に値下りし，現在ではひどい投売

り物では50円60円台と云う始末である。このような

事は10年前の経営者は恐らく誰も考えていなかった

だろう。このように変動の激しい社会で叫当然なが

ら目標も ShortRangeにならざるを得ない。従って

海のものとも山のものともつかない，あるいは芽が

出る可能性が少ない基礎研究の比重は下がらざるを

得ない体質がある。 1つには日本の会社は未だ弱体

であり，長期の基礎研究には耐えられないとも云うこ

ともあるだろう。

多数の研究者を集め，基礎研究をやらせることで

有名な BellTelephoneとか DuPontにしても，最

近では会社の内部から，会社で基礎研究をやらせて

おくと，充分勉強して一流の研究者になった所で大

学に皆とられてしまい，投資効率が悪いと云う批判

が出ているらしい。これからは増々基礎の比重が下

って来ると視た方が良いだろう。それでもアメリカ

の場合には未だ恵まれていて，基礎研究をどうして

もやりたい人聞は，実力きえ有ればどんどん大学な

り他の会社なりに移って行ける社会的な基盤がある

が， 日本では未だそこまで流動的でないので，一生
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基礎研究をやりたい人間は，やはり初めから大学に残

ることを目標にすべきである。

きて一応大学に残らずに会社に入ると決心したと

する。企業の中には大学では仲々想像しにくいよう

な種類の研究がある。そこで実際にはどう云う種類

の仕事が待っているかを説明するために，ある商品

を開発すると仮定して， どのような研究段階を通る

かを見ながら大学との対比をして見ょうと思う。

誰れかの話の受け売りであるが，企業での研究に

は大略6つの段階があると云われている。第ーはも

ちろん科学者の基礎研究による探索の段階であり，

これは大学の研究室で¥あるいは時として会社で行

われるけれども，この段階では未だはっきりした目

的意識がなし単に新らしい発見あるいは新しい実

験事実に留まる。次にはこれが科学論文，ニュース

となって流れる。この新しい事実なり原理と云うも

のは年間にそういくつも表れるものではなし大き

なものでは数年に 1つぐらいしか出ない。例えば高

分子科学で云えば高圧ポリエチレンの重合法とか，

Ziegler -Nattaの立体規則性重合の発見とかがこれ

に当るだろう。小きいものでも年間にせいぜい数件

あるにすぎないだろう。実際に使われるのは，これ

らの原理なり新事実を数件組合せ℃実用になる発明

即ち特許に結びっくのが次のステ ップであり，会社

の研究は主としてこの段階から始まるのが普通であ

る。この段階までは研究室の中は恐らく大学と大し

て変らず，ビーカー，フラスコ類の御厄介になるこ

とが多い。

しかし次のステ ップの新製品となる段階では，研

究室のスケールは全〈 一変して，ガラス類とは一切

縁を切り，もっ';fらSUS-27とかSUS-34とか云う ，

ステンレス類とつき合う，云わゆる中間プラントと

なる。ここでは万全を期したつもりの設計が全くつ

まらない予期しない現象，例えば変な副反応、が起っ

てパルプが詰まるとか，計算より腐蝕が10倍も早い

とか云う問題を解決するためにキリキ 11舞いをさせ

られる。

また今はやりの言葉で言えば， システム研究と云

う型がとられ，全セクションから必要な人聞を集め

てプロジェクトチームが作られるのが普通である。

この時期が恐らく 一番多忙で，運が悪いと毎月の残

業が 100時間を超えることも珍らしく無いが，良く

したもので，人聞はこう云う時にはあまり病気しな

いようである。

このプロジェクトチームを作ると云うことは，企

業内研究の一つの特色であろう。一般に大学では研

究室単位のまとまりが強<.各研究室から必要な人

間を引抜いてチームを作るなどと云うことは，よほ

どの事がないと不可能に近い。この点で企業には利

益を効率よく得ると云う強力な圧力があるので割合

い容易に可能で，研究効率の点では一歩進んでいる

だろう。これからの研究は，高分子科学で云えば重

合，物性，加工と云った， 一つのセクションで話が

すんでしまう例が少なくなりつつあり，何等かの型

で専問家集団を作らないと進歩が遅くなり，気がつ

いた時には即に時代おくれの研究をしていたと云う

ことに成りかねない。

次のステ ップでいよいよ プラント建設，商品化と

云うことになるわけであるが，ここで一部の人を除

いては研究者の手を離れ，商品として一人立するわけ

である。自社で開発される物については大体以上の

ようなステ ップを通るわけであるが，もう一つ今ま

での日本の会社で重要な地位を占めていたのが特許

の段階あるいは新製品の段階からの外国からの技術

導入があり.残念ながらどこの会社も未だ売るより

は買う方が多いようである。

きらにもう 一つ忘れられ勝ちなのは，商品となっ

たものの改良研究である。普通の場合プラントを動

かして製品を作っただけでは未だ一人前の商品

とはならない。市場で指摘される欠点をしだい

に直して行って，始めて本当の商品の仲間入が出来

るようになる。要するに商品のクレームを基にした

改良研究であるが，高分子関係では競争が激しいた

めもあって，実に細かい点まで改良を要求される。

これらのクレームの中にはマーケ ットクレーム. Ii!O 

ち価格引下だけをねらったものも多くあり，本質を

見抜くには相当の眼力を要求きれるが， しかしクレ ~ 

ームがあるから商品の進歩も速くなるのであろう。

この段階で活躍するのがセールスエンジニアと云

われる技術者で，ユーザーと接触しながら商品の改

良研究を行う。これからはこの種の研究者が重要と

なり， しだいに増加して行くと恩われる。セールス

エンジニアには先ず深い技術的知識と誠実さ，それ

に加えて蛇のごとく聡くなければならず，仲々この

ような人材が少なくて困っている。

またこの他に，各開発段階に共通の評価部門，即

ち分析とか物性について専門に研究するグループが

ある。これらは普通縁の下の力持的な仕事をやっ て

居り，表面に出て華やかに評価を受けることは少な

いけれど，これらのグループなしには研究が進まな

い。さらに現在世界的に最も進んだ技術を常に保持

しなければならないから，割合基礎研究的色彩が強

し学会などとの接触は多い。

会社での研究は大体このような経路を通って行わ



れるが，前にも述べたよ うに，研究に時間的制約が

非常に強い。恐ら く大学から会社に入っ て一番初め

に感ずるのはこの事であろ う。 身近な所で一例をあ

げると，昔大学で卒論をやっていた頃，友人がポリ

スチレンの分別をやっていた。うろ覚えではあるが

たしか 1つのサンプルを処理するのに1-2ヶ月か

かっていたと思う。所が会社に入って見ると必要と

あらば1週間に 2サンプルの速さで分別していた。

きらに後で色々改良した結果戸いに 1サンプル2時
間半まで短縮してしまった。 もちろん大学の場合に

は原理を考え， 実習を含み，時聞がかかっても当時

考えられる最良の精度を求めての実験であるが，そ

れにしても時間に対する考え方は会社の方がはるか

に厳しい。これは裏を返せば，データをとるのに追

われてしまい，ゆっくりと原理を考えている時間が

ないため，途中で面白い現象があっても見逃きれや

すいと云う欠点もあるが， このへんに企業と大学

の性格の違いが大き く表れているような気がする。

次に強調しておきたい事は，利益と云う考え方か

らすれば当然のことであるが，企業の研究では結果

が全てである。大学の研究では，ある研究を行うに

際しての新らしい方法それ自体が仕事となり業積と

なり得るが，企業ではいかに珍らしいプロセスをと

って合成しようと.また途中の解析が見事であろ う

と一切問題にな らない。 したがって最も会社的な研

究方法はいきおい繊艶爆撃方式とならざるを得ない。

典型的な例は有機合成反応の触媒の探索であろうが，

考え られる全ての触媒を次々とスクリーニングして

行き，生き残ったものをさ らに改良すると云う方法

をとる。この点ではエジソンの白熱電球の発明当時

以来あま O進歩していないと云えるが，化学の領域

では未だ理論の威力は不完全で¥電子工業のように

理論即商品と云う段階ではない。しかし近年では色

色と努力が重ねられて居り，理論的に予測された優

秀なプラスチ ックなどが合成出来るよ うになるかも

知れない。

もう一つの基本的な違いは，企業に於ては研究テ

ー?を撰択する自由はないと云う ことである。大学

に於でもあるいは全〈自由と云うわけではないだろ

うが，助教授，教授となるに従がって，制約はだん

だん少な くなり，無限の撰択の自由があるように思

える。 しかし会社では，逆に比較的若い間は自分の

希望する研究を行い得る余地があるが， 10年・ 20年

とたつ内にしだいに自由は制限されて行〈 。

もしある人が自分のライフワークとしてあるテー

?をやりたいと思った時，現実の会社の方針と一致

したい時には，自分の全時間を投じようと思えば会

社を穏めるしかない。つまり科学的な興味のみを追

求する自由は全くないと云って良いだろ う。 興味の

対照が理論であれば，電子計算機きえ使えれば，後

は自宅で何とか出来るから，会社での業務と個人的

な研究とを両立することは可能であり，現に私の研

究所でも昼間は全〈会社の業務に専心しながらそれ

とは別に理論的研究て世界的に認められている人も

いる。 しかし個人的興味が実験を併う研究であった

りすると，この両立はかなり難かし し 仲々思うよ

うに自分の興味を満足きせられないだろう。

だから自分の興味と現在の仕事の間に大きなギャ

ップがある場合には両者が一致するよ うに自分の趣

味を変えるか，あるいは一致しそうなセクシ ョンに

変らないと精神衛生上都合の悪いことになる。企業

にいる者にとってこの問題は悩みの種であり，また

特に優秀な研究者ほどこの悩みが大きいようである。

誰でも一度はこの問題で悩まきれるが，結局の所，

ある程度会社は会社，自分は自分と割り切って身体

が2つあっても足りないような忙がしい思いをする

か， 日常の多忙な業務に追われて一時自分の興味は

考えないことにするのが現状のようである。

しかし苦しいからと云って，第2の道を選ぶこと

はあまり推奨出来ない。一つにはある問題を考える

場合に，この問題を自分の場に引込んで考えられる

と云うことがかなり重要なポイ ントとなる。この場

合即ち自分の興味があり，且得意な専門分野を少 く

とも lつ以上持つことが大切である。また最近は情報化

時代とやらで，あらゆる情報が入り乱れている。こ

の中で限られた時間内に，いかにして早〈重要な情報

を得るかが企業の研究での決め手となる。それには

先ず公表されている文献とか特許を見るわけである

が，これらはいずれも実際に研究している時期から

数年遅れている。従って一番早い情報とは，実際に

研究者と話し合い討論する.いわゆる口コミである。

この時に研究者の学問的レベルが問題となる。討論

をして何もプラスにならない人とは誰も話をして く

れないのが理の当然である。だからギブア ンドテイ

クの原則に従って，こち らからも相手の人に対して

有益な情報を与えられるようなレベルと実績を持っ

ていなければならない。このためにも会社の業務と

は別円自分の専門分野を持つことが重要な意味を持

って来る。

このようにテー?撲択の自由，科学的興味を追求

する自由，さらには発表の自由も制限きれて，それ

では企業の研究者は何を楽しみに生きていくかと云

う疑問を持たれる向もあろうかと恩われる。 しかし

大学に無くて企業にあると云う魅力も存在する。そ
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れは何と云っても自分遠の研究していたものが実際

に商品となる所にあると思う。自分達がビーカーテ

ストから始めたものがしだいに大きく成長して行き，

ついには銀色に輝ゃく工場となり，一般社会で商品

として使われて社会を変える可能性まで持っと云う

ことは，大学では考えられないことである。

最近ある化学会社がかつらで大当りをしているが，

もし大学でこれを扱えば， アクリル系共重合の重合

過程の理論的解析とか，せいぜい出来た繊維の物性

と云った段階に留まるであろう。 実際にこのかつ

らを商品化した人々は，自分達の作ったものが，ヘ

ヤピースとカミかつらとして売られて居り，毎日美人

の頭に乗って街を歩いていると思えば， 思わず内心

ニヤリとするに違いない。

またある著名な大学の教授にうかがっ た話である

が， 大学で色々と研究を行って来て，たしかに珍ら

しい現象を数多く発見したし，それに理論的体系を

つけてきれいに整理出来るとそれ自体は非常に面白

〈意義があるように感じるけれども，自分達がやっ

ていることが社会全体から見てあまりに細かいこと

であり，社会に何も寄与していないような気がして

面白くないと云っておられた。このような感覚は大

学人にかなり共通のものらしし 現にこの理由から

大学で助教授にまでなりながら私の研究所に移って

来られた例もある。やはり自分の研究を商品として

育てる可能性を持つ所に，大学と企業の研究の板本

的違いがあるような気がする。

以上思い付くままに色々と書いて来たが，どうも

自分の至らない所ばかりを強張したようで自分でお

かしくなってしまったが，学校を出て10年，もう若

いとも云っていられなくなった。云わば若手のロー

トルの反省を込めて書いてみた。今から企業に入ろ

うとする人々に参考になれば幸いである。

(新制12回・ 昭和37年卒，現在昭和電工(株)中央

研究所物性研究室に勤務)
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当会は会員数増加のため現在事務的に大変苦しい状態にたちいたって

おりますので，事務量減少のため下記の件ご協力賜 りますよう特にお願

い致します。

割引を伴う会費前納制度は，応化会だより 10号に述べましたよ うな事

情により，現在は一応廃止になっております。 しかし， 会費を前納して

下きること自体は請求事務の減少と利息収入の増加と いう 点て二 本会に

とって非常に望ましいことでございますので，なん年分でも結構で、ごぎ

いますから，一括前納にご協力賜りますよ う重ねてお願い申し上げる次

第です。
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潤滑油研究の現況

昨今の日本経済の不況を背景に化学工業界ではフ

ァイ ンゲミカルへの関心が高まってきている。フア

インケミカル製品は多品種少量生産で技術的付加価

値の高い性格を持っているので大型商品よりは不況

に対する抵抗力が高いことが見直されているためで

あろう。潤滑油は石油工業におけるファインケミカ

ル製品で，事実業界の不況時にはそれを緩和する機

能を果してきたと言えよう。そこでわが国の潤滑油

業界の話題と今後の問題点をこの方面の仕事にたず

さわるー研究者の立場から紹介させていただくこと

にする。

昭和45年度におけるわが国の潤滑油消費量は約24

0万kQ，そこに使用される添加剤は2.5万tonに及ぶも

のとなっている。この内訳はエンジ ン油約50%，絶

縁油 5%，タービン油5弘 一般機械油20%，ギヤ

-i由3%，金属加工油0.2%，冷凍機油0.2%，その

他16%である，これらの潤滑油の品質は基油と添加

剤との組合せによって決まり，高級な潤滑油ほど添

加剤の配合技術が重要になってくる。潤滑油に使用

きれる添加剤には清浄分散剤(50-60%)，酸化防止

剤(10-15%)，粘度指数向上剤と流動点降下剤(10

-15%)，極庄剤(8-12%)およびきび止め剤，油性

剤，i肖ほう剤 (5-8 %)等があり，大部分は米国
で開発された技術により圏内で生産されている。

従来使用されてきた高級潤滑油基油の精製法は減

圧蒸留一→溶剤精製ー→脱ろうー→硫酸処理一→白

土処理というものであったが，硫酸，白土処理は副

生する廃スラ ッジ，廃白土の処理問題および経済的

な理由から水素精製による方法に昭和40年前後から

移行され始め，今日では水素精製処理が主流となっ

ている，水素化精製法の利点としては運転費の安い

こと，収率の高いこと，品質面でも従来法に劣らな

いことが挙げられる。水素化反応に用いられる触媒

渡辺治道

はCo-Mo-A1I203またはNi-Mo-A1I203 が代表的なも

のであり，反応条件は40-150気圧， 250-400・Cの
範閤で運転される。代表的なプロセスとしてはEsso

のHydrofiner，BPのFerrofining， TexacoのTDC

法， CRCのCRC法， Gu¥fのGulfini shing等があり，

いずれも固定床方法の反応塔が使用されている。並

級潤滑油の場合は比較的穏和な条件で反応させても

十分な品質のものが得られる。この場合は製品に酸

化防止剤を加えないので，精製油の脱硫率をコ ント

ロールして酸化安定性の最もよい条件を選ぶ必要が

ある。エンジ ン油の場合は水素化精製の目的は色

相，色相安定性，酸化安定性の向上が目的であり粘

度指数の向上，残留炭素の向上にはそれほど重点を

置かないので穏和な条件でよい。 しかしながら高級

な工業用潤滑油では高い酸化安定性が要求きれるの

で，多少の粘度低下もやむをえないものとして過酷

な条件が選ばれることもある。水素f凶青製中に起る

反応としては (1)脱酸素反応， (2)脱硫反応， (3)脱窒

素反応 (4)芳香族の水添， (5)開環反応、，異性化反応、，

水添分解等があり，通常の水素化精製では(5)の反応、

は起らない条件が選ばれている。(1)，(2)の反応は起

り易い刺3)の反応は反応、温度を上げないと起りにく

い。また(4)の反応は多環芳香族ほど起り易い。

このように水素化精製法は溶剤精製と併用して基

油の仕上げに使用されるものであるが，溶剤精製法

を用いることなし水素添加，水添分解，異性化反

応、を伴なって一段で高粘度指数の潤滑油を製造する

プロセスがGu¥fで開発され実用化されるようになっ

た。この場合は反応温度 350-450・C，反応圧力.50
-300kg/cm2gで反応を行ない，芳香族化合物の大

部分をナフテン化合物とし，パラフィ ン化合物を異

性化する。この方法では分解反応が起るので粘度が

大巾に低下し，原料油よりはグレードの一つ低い精

製基油が得られる。このように激しい組成変化を伴

なう方法であるため，多くの利点 (高い粘度指数の

油が得られる。酸化防止剤の添加効果が高い，溶剤

精製を必要としない等)があると同時に色相安定性

が悪い，添加剤の溶解度が低いといった問題点もあ

る。この精製法は今後各社で使用されるようになる

と恩われるが，上記の問題点の解決がこの方面の技

術的な当面の課題であろう。

次に添加剤の方面からみた潤滑油製造技術の進歩

はどのようなものかについて述べる。
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エンジン油は大別してガソリンエンジン油，ディ

ーゼルエンジン油および舶用エンジン油に分類きれ，

量的にも質的にも長年にわたって潤滑油研究をリー

ドしてきた部門であると言えよう。エンジン泊は高

度に精製した基油に清浄分散剤，酸化防止剤，粘度

指数向上剤兼流動点降下剤等の添加剤を配合して製

造されている。清浄分散剤としては Mg，Ca， Baス

ルホネ一人 Ca，Baフェネート， Ba ホスホネ-r.
こはく酸イミド，ベンジルアミン，活性型粘度指数

向上剤 (メタアクリレートと塩基性窒素化合物との

共重合体)が使用きれ，酸化防止剤としてはジチオ

リン酸亜鉛，粘度指数向上剤としてはポリメタクリ

レートがそれぞれ一般的に使用きれている。 1960年

ごろまでのエンジン油はディーゼルエンジンを主目

標にして進歩してきたものと考えられ，高塩基性金

属系清浄分散剤， ジチオ 1)ン酸亜鉛の開発はリング

こう着防止，清浄性.高温酸化防止，摩耗防止の解

決のために行なわれたものである。高塩基性金属清

浄分散剤は燃焼によって生じる酸性ガ'ス，硫酸を中

和するために100A前後の炭酸カルシウムを分散きせ

たもので，アルカリ価は300-400程度のものが使用

きれるようになっている。ガソリンエンジンが独自

の要求をするようになったのはマルチグレードオイ

ルが出現してからで，この問題はポリメタクリレー

トの開発を促がし，次いで低温スラッジの発生が問

題となるに至った。低温スラッジは都会におけるガ

ソリン車がストップアンドゴー運転を余儀なくさせ

られるために生じたもので不完全燃焼によって生じ

るオレフィンと酸化窒素との反応生成物が主原因で

あることが明らかにきれている。低温スラッジを解

決するために最初に開発きれた添加剤が活性型粘度

指数向上剤で，次いでこはく酸イミドが開発された。

これらをまとめて無灰清浄分散剤と称し1962年ごろ

からわが国でも使用きれるようになった。このころ

からガソリン自動車の排気ガスが大気汚染の要因の

ーっとして取りあげられるようになり，大気汚染問

題の激化によりガソリンエンジンそのものの運命が

今後の排気ガス浄化対策の成否にかかるといった情

況に至っている。エンジン泊の品質もこの問題のた

めに大きな影響を受けるようになった。まず1960年

代に普及した強制クランクケース換気，(PCV)装置

はこの年代におけるモータ一泊の品質を向上させる

ことになった。この問題は無灰清浄分散剤の添加濃

度を増大させることにより解決がはかられた。そし

て今日当面している問題は無鉛ガソリンの使用によ

る排気弁座摩耗の問題と排気ガス浄化装置の使用に

よってエンジン油の油温が上昇して高温酸化が起る

ことにある。高度による酸化は排気ガス浄化装置に

よってもたらきれるというよりは高速道路の普及，

トレーラ一車の普及といったことからむしろ生じつ

つある問題である。現象としては著しい粘度増加に

よる故障が発生するもので，その原因については

未だ十分解明されておらず，酸化防止剤の増加で解

決できるかどうかが検討されている。ヵーソ リンエン

ジン油におけるもう一つの最近の傾向はマルチグレ

ードオイルの高品質化である。米国て'は最高級マル

チグレード油は 10W-30から10W-40に移行し，ヨ

ーロ ッパでも 20W-50.lOW-日油が販売されてい

る。わが国でも 10W-50油が一部で販売されるよう

になった。またこの問題に関連して合成潤滑油を

配合したマルチグレード油も出現している。これら

の泊は必らずしも 10W-40泊よりも粘度特性がよい

とはせん断安定性の問題もあり一概には言えない。

工業用潤滑油の主要なものは一般機械油，タービ

ン油，作動油，絶縁泊，冷凍機泊Jギヤ一泊，金属
加工泊，熱媒体泊，圧縮機油等があり，要求される

性能も多種多様である。タービン油は基油の品質が

最も重要な油で添加剤としては連鎖停止剤型の酸化

防止剤ときぴ止め添加剤が加えられているのが普通

である。タービン油は絶縁油とともに酸化安定性が

強〈要求きれる潤滑油で.いかにして酸化性能を向

上させるかに努力が払われてきた。連鎖停止型の酸

化防止剤の酸化防止効果は基油の組成によって異な

り，芳香族化合物の含有量に最適値のあることが明

らかにされた。パラフィン系基油ではこの条件を満

たすことが困難ではないが，中東系の原油からの基

油の場合は精製法に工夫が必要であるJ酸化防止剤

としてはジアルキルジチオりん酸亜鉛を用いること

もある。作動油には酸化防止剤，きぴ止め剤，摩耗

防止剤等の添加剤が使用され，最近は特に摩耗防止

性能に対する要求が苛酷になってきている。 5年ほ

ど前から不燃性作動油の使用が増加し，水 グリコ

ール系，乳化油系， りん酸エステル系がそれぞれ市

場に供されている。また数値制御工作機が普及する

につれて高度の品質が必要とされる作動油の需要が

が増加しつつある。開発当初は合成潤滑油を基池と

したものが使用きれていたが，次第に鉱油系のもの

が価格の面から伸ぴているようである。ギヤ一泊は

自動車用と工業用があり，この潤滑油の品質は極圧

添加剤の選択がポイントとなっている。要求が苛酷

なのは工業用ギヤ一泊で，極圧性の他に酸化安定性，

水分離性，金属に対する腐蝕防止性が要求きれる。

工業用ギヤ一泊の極圧剤としてはナフテン酸鉛と硫

化泊を組み合せたものが長年使用きれてきたが，庄
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延機の高性能化とともに酸化防止性と水分離性に対

する要求が苛酷となり， りん化合物といおう化合物

を極圧剤として用いるいおうーりん系ギヤ-7砲の開
発が行なわれた。現在では次第にいおうーりん系ギ

ヤ一泊の割合が高くなりつつある。

ここまでに記してきたように潤滑油添加剤は潤滑

油に対する市場の要求に合せて開発されてきたが，

新しい型の添加剤はエンジン油用には1960年初頭に

でたこはく酸イミド以降表われていず，今日ではむ

しろ工業用潤滑油用に新しい動きが感じられる。極

圧剤の分野における窒素を含むりん化合物，消泡如j

の分野における Si-F化合物等がそれである。また

最近の米国で公告きれる特許は合成潤滑油およびこ

れに加える添加剤に関するものが多<，一つの今後

の流れと言えよう。

以上のような開発研究と併行して基礎研究に関し

でも幾つかの進歩が認められるのまず基油の分析法

であるが近年の発達した機器分析と電子計算機の利

用により，比較的短時間にかなり詳しい情報が得ら

れるようになりつつある。特に注目されているのは

低エネルギー質量分析法による基泊の分析で，電子

計算機を組み合せて SAE-50級までの油の分析を

Essoでは行なっていると伝えられている。添加剤jの

分析法についても IR，NMR，鐙光X線，原子吸光，

GPC，熱分解ガスクロマトグラフ守一，分離手段と

しての薄層クロ?トグラフ ィー，ペーパーク ロマト

グラフィー，分取型GPC等の利用により大部分の

添加剤の分析は可能となりつつある。

添加剤の作用機構についても活綴に研究が進めら

れている。清浄分散剤の作用機構は大別して(1)酸中

和作用， (2)スラ ッジ粒子分散作用(3)スラ ッジプリカ

ーサー中和作用に分けられ，金属系では ジノ ニルナ

フタレンスルホネ一 人無灰系ではこはく酸イミド

を中心にしてその作用機構を化学の言葉で表現する

ことが可能になりつつある。このような情況はスラ

ッジプリカーサーからスラッジの生成に至る行程の

反応機構が明らかになってきたことと米国海軍研究

所の研究員を中心とする非水系界面化学の分野での

知識の集積が行なわれたことが大きな助けとなって

いる。清浄分散剤の泊中における可溶化現象はスラ

ッジプリカーサ一等の溶質の活量を減少させる行程

と解釈され，その場合の機構として水素結合の形成，

水和あるいはイオ ン対の形成，会合体の形成といっ

たことが明らかにされている。分散作用についても

現代コロイド化学の基礎理論であるVerway-Over-

beek理論による解釈とエントロビー反援カの理論に
より解釈きれている。きぴ止め添加剤の作用機構に

ついても金属表面での界面活性剤の吸着現象を中心

に研究が進められ，きぴ止め添加浄!の内よく使用さ

れるカルポン酸，長鎖アミン，スルホネートは金属

表面に化学吸着していることおよび化学吸着の状態

に相違のあることが明らかにされている。酸化防止

剤の場合は過酸化物分解剤であると言われているジ

アルキルジチオりん酸亜鉛については断片的な報告

しか発表されていないが，連鎖停止型酸化防止剤で

あるヒ ンダー トフェ メール，芳香族アミ ンについて

は自動酸化反応の機構解明と同時に酸素吸収実験，

ESR，トレーサ一実験を行なって反応機構は詳しく

調べられている。粘度指数向上剤の作用効果はポリ

マ一分子の溶液内における分子の拡がり易すきが温

度の上昇とともに助長されることにあり，流動点降

下剤は析出するワ ックス分子と共晶を作ってワ ック

スの結晶形態をより立体的なものにすることにある

ことがそれぞれ定説となっている。極圧剤の作用機

構はいおう系， りん系，ハロゲン系でそれぞれ異な

るが.いずれも金属と接触面で反応していわゆる極

圧被膜を形成してその膜が摩擦係数を下げる性質を

持っているものと考えられている。しか しながら極

圧被膜は何かという問題になると研究者によりその

結論は異なり定説はない。 極圧~Jの内ではりん化合

物についての研究が興かんである。ジアルキルチオ

りん酸亜鉛は酸化防止作用と同時に摩耗防止作用を

持つ添加剤で，摩耗防止機格については活搬に研究

されている。この場合は金属商上にポリマー被膜を

形成することが明らかにされ，現在はポリマーを形

成する前の段階である熱分解機構に研究者の興味が

集中している。

潤滑油に関する研究は系が複雑であるため厳密な

実験が行なえないこと，また化学の専門分野として

は境界科学に属している地味な部分であることもあ

ってわが国ではこの方面の研究は笑用的な部分以外

では活擦であるとは言えない。 しかしながらこうい

う分野には今後有機化学者，界面化学者等が活躍す

る余地が多数残っているように思われる。今日ファ

インケミカルズへの関心から化学会社で潤滑油に興

味を持たれている所が多いと聞くが，単に不況時の

一時的な関心ではなく， i也に足のついたものとして

育っていくことを願ってやまない。

学窓を育って約10年，同窓の方々の内にはもう消

息を聞かなくなった人も何人かある。最後にこの会

報を通じ同窓諸兄の御健斗をお祈りする。

(日本石油(株)中央技術研究所勤務，新制13回

・昭和38年卒)
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私の研究(環状エーテル)

環状エーテルと題をつけて私の研究歴やら研究雑

感などを思いつくままにつづってみた。

研究と言える最初のものである卒論研究は武富研

究室にて行なった。字佐美先生の指導で酵素の研究

に従事しセわけだが， “実験データーの再現性"と

いう点にと tに留意して実験を行なったことは，私

のそれ以後の別の分野での仕事で大変有益であった。

1961年春，早稲田卒業と同時に京都大学の古川(淳

二)研究室に大学院生として入った。有機金属化合

物を触媒とする合成高分子を専門としていた研究室

である。Ziegler触媒弘発見以来，合成高分子とい

う分野は降盛をきわめ，新しい触媒がつぎつぎと開

発されていた時代であった。古川研からも.1959年

に画期的な触媒である ジエチル亜鉛を一成分とする

アルキレンオキ ンドの開環重合触媒が見いだされて

いた?開環重合とは次式lニ示すようにモノマーの環

が切れて高分子量体を生成する重合反応である。ジ

エチル亜鉛と水またはアルコールとを組み合せた系

C& C~ 

zn(C2H.)2 -H2o 
n HC一一 CEL :ー(OCH-CH，)~-一
*¥/ホ

U

O 
によるプロピレオ ンオキシドの重合では，ラセミモ

ノ?ー (*印の炭素は不斉である)より立体規則性

ポリ?ーが一部得られる。すなわち.d-体と1-体とが

ランダムにつながったポリマー(アモルフアス)の

のほかにd-d-d-d-…な らびにいトトト…とつながっ

たアイソタクティックポリマーが生成するわけであ

る。

京大へやって来た私を待ち受けていたものは，か

かる立体特異的な活性点をもっ亜鉛触媒の本質を分

子論的に明らかにせよというものであった。古川教

石森岐洋

授，また直接指導して頂いた鶴自(禎二)助教授，

(1962年より京大教授，現在東大教授)ともこの研

究には強い関心を持っておられたが，赤外スベクト

ルを用いればなんとか出来るのではないか"といっ

た程度で¥具体的な実験方針はもっておられなかっ

た。そういうわけで優秀な先輩たちが皆このテー?

を嫌ったために私に回って来たものである。 したが

ってできなくてもともと，もしできたら“ゴカッ

サイ"というテー?であって，外様の私には大変引

き受け易いものであった。

1962年合成化学科新設とともに鱒回研に移り1966

年博士取得とともに東大助手 (鶴田研)となったが，

その間ずっと続けている環状エーテルと有機金属化

合物に関連した研究はこの時始まったのである。

( 1) ZnEt2 -ROH系に関連して

研究はまずジエチル亜鉛(ZnEt2)ーアルコール

(R 0 H)系から始まった。次の様な反応が予想、さ

れる。 ZnEt2単独系に重合活性は

ZnEt2 +ROH一一一一→ EtZnOR+EtH 

EtZnOR+ROH一一一→Zn(OR)2+EtH 

みられず，また特許より Zn(OR)2にも活性が見い

だされないことからEtZnORあたりが活性種ではな

いかと考えて，この反応を赤外スベクトル的に追跡

した。触媒としての性質を調べる以上.Znと酸素ま

たは炭素との結合に関連したバンドを見いださなけ

ればならない。このようなバンドが観測されたのは

赤外波数て・70加 n-1以下であり，当時，物理化学者

以外はほとんど取扱わない領域であった。

この測定により ZnEt2およびZn(OR)2とともに，

EtZnORの存在がはっきりと確認された。 EtZnOR

についてはグリニヤール試薬に対して提出きれてい

る一つの情造 (MgR2・MgX2Jに類似した (ZnEt2
• Zn(OR)2)なる構造にて存在するという可能性も

十分考えていたわけである。ZnEt2とROHとの反

応は ROHの構造により異なる。表1に示すように

EtZnORは容易に生成するが.Zn(OR)2の生成は

ROHの構造によりいちじるしく異なることが見い

だきれた。さらに同じ条件下でのプロピレンオキシ

ドの重合実験より，重合活性とZn(OR)2生成との

聞に完全な平行関係が存在することを見いだした。

以上の事実より ZnEt2-ROH系によるプロピレンオ

キシド重合はZn(OR)2の生成に起因すると結論し



たのである。 3)叫 には活性がなく，結品格子の乱れが大きくなるほど

Table 1. Chemical Species Formed in the 1: 2 活性が増大する。とくにZnEt2とROHとを還流下で

Reaction System of Diethylzinc with prim.ー， 反応せしめて得た非晶化度の高いアルコキシドによ

sec..， and tert. .Alcohol Systems and Catal- る重合では，ほとんど瞬間的に 100%まで重合する

yst Activity ことなどが見いだされた。重合は次のような配位ア

Rcact. 
React. Temp. Primary 

Secondary 
Tertiary 

Products ('C) 
Alcohol 

30 + + + 
EtZnOR 80 + + + 

30 + 
Zn(OR)， 80 + + 

Cat.Act. 
30 + 
80 十 十

ジエチル亜鉛ーアルコール系による重合開始動jが

Zn(OR)2であれば，アルコールとして光学活性なも

のを用いれば不斉選択重合が行なわれるという可能

性が十分考えられる。(+)ポルネオール， (一)メン

トールなどを用いることにより，プロピレンオキ シ

ド (R=CHs)エピクロルヒドリン (R=CH2Cl)，お

よびスチレンオキシド (R=C6H5)の不斉選択重合
) 6) 7) 

が確認された。たとえば，ZnEt2一(+)ボルネオー

ル系でラセミのプ白ピレンオキシドを重合せしめる

~r ZnEt，-(+)ポルネオール
HC丈一フCH， :> 
.，.. σ (R""CH.の場合)
(a)o""O 

CfI. 
ー(O-CH~H， )r ーー + Unreacted Monomer 
〔α)o=+6.linCHCl.α)0=  -O.4~ 
-6.5inC，H， 

と(+)モノマーの消費速度が(一)モノマーのそれよ

りもはやし未反応で回収されるモ ノマーは左旋性

ぐ一)を示す。生成するポリマーの旋光性はD(+)プ E 
+ ロピレオキシドを重合させたものと同じ符号をも っ

ものでのとなる。

しかしながら，私自身の研究としては光学活性ポ

リマーより，触媒の分子論的考察や重合機構の解明

といった分野に主力をそそがざるをえなかった。 19

63年パリ国際学会でのR.O.Colcloughを始めとして，

今や商売がたきとなった古川教授，さらに阪大の谷

久也教授など，重合開始剤の問題に関する論客がつ

ぎつぎと現れ，絶えず実験データーでも って論破し

なければならなかったからである。

一連の系統だった研究により， ZnEt2-ROH系に

よるプロピレンオキ シド重合の開始剤は“ Lattice

disordered zinc dialkoxide"であることがはっきり

した。すなわち， X線的に，結晶性亜鉛アルコキシド

CH. 
RQ-Za-OR + BC一一一CH.~ 
l ¥/ 

o 

CH， 
ノ
HC 
/¥  
O-CH， 一一歩
Ro-tnー OR

CH， 
/ 
BC 
/¥  
0-一一CH.
Roja-oeach-OR 
l dh 

CH， 
〆BC 
/¥  
O- C)I. 

ROーム OCHCH.-(-OCHCU.-);--OR 
CH. ca， 

ニオン機構であり，またモ ノマー消費速度は一次プ

ロットで示されること(図 1)， R 0 Hが存在しない

場合， リビング重合が行なわれることなどが見いだ

きれた。

寸時三ごー一一 D 

¥〉 EEト
附¥ ¥丈¥;メ
¥¥  

0.8 

ヲ『

。

O
{
三一
¥一一主 A 

0.6 

。5 ¥ 
O 10 20 30 

Time[h] 

Fig. 1. First order plots for the polymerization of 

propylene oxide by systems of (A) Zn (OCH;Jlz In-heptane; 

(B)Zn (OCHむItetrahydrofuran;(C) Zn (OCHれ/
( <4.I~ ZnOCH3 (1 : 1) In-heptane; (D) Zn (OCH~z/ èH30H 
( 1 1) In-heptane 
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( 2) ZnEt2一民Oについて

ジエチル亜鉛ー水系触媒の活性の本体は，最初，

古川らによりEt(ZnO )nZnEt， EtO( ZnO )nZnEtな

どのような化学種であろうと推定された。それに対

してHeroldらは速度論的研究よりZnEt2とH20との

反応でできたEtZnOHの2量体(推定)が一分子的

にEtH脱離してZnOを生成するのであってEt(ZnO)n

ZnEt を生成する反応はないであろうと報告した。

かかる混沌状態の中でBoodtはEtZnOZnEtを活

性穫とするカチオン重合が行なわれていると推論し

た。それまでPriceらのD(+)プロピレ ンオキ シド

を用いた研究よりアニオン的な機構が考えられてい

たのである。
)18) 

筆者らは，赤外的およびX線的研究より， ZnEt2と

H20との反応が次のように行なわれ，生成物はEt-

(ZnO)n結合およびHO(ZnO)n結合で性格づけられ

るものであることを明ちかにした。さら に，素反応笑

ZnEt2 +H20ー→EtZnOH+ EtH ( 1 ) 

nEtZnOHー→(EtZnOH)n一→En(ZnO)nH

+(nー 1)EtH (11) 

Et (ZnO )nH + ZnEt2ー→Et(ZnO)nZnEt+EtH 

Et(ZnO)nH +H20ー→HO(ZnO)πH+nH+EtH 

〔皿〕

験，触媒の酸度に関する研究，光学活性のD(+)プ

ロピレンオキ シドを用いた研究も考慮に入れ， Zn-

Et2-H20系によるプロピレンオキシドの重合は次
のような機構であることを結論した。すなわち，開

始段階ではカチオ ン的(一部アニオ ン的)な関環反

応が行なわれ，生長段階ではアニオン的機構を主反

応とする配位イオン重合である。

、f今レ p 一一一-一一..一 〆.'〆，……-一.一..一一…-一…-一…-一一.一…..一..
k凶語 .￥- -てプ '，;!.邑 Cf比4も CHむ

明ザ-0叫司干hn冗Ef伊一.叫o凹z和;n-一 OC印H伊'一ニ与ゐ、句~O、
， 

仏4 一J I CH叫
t刷 (C，J

5.11 
-' も牛

n¥.4: l 日0~-2CH.çHR ー→ ~OZトo CH'<;H-{OCHoClI告.R

lti拍 ¥4 ・・ c同 tHZ
~~ (8，'・，'¥7 (C" 

~r A ふ d・A ..V : t 

れ21~0 i'-~一山崎ーofT印lR ~ ""'O~-g~HCH.(OrH叫肘
向 日色 C叫

人削 (8) ω 

Fic.LJ. Mec.haoiam or initialωD and propqatioD (or tbe propylen.・o1Ide回 Ivmeri園出D..).
川8'1)is山棚田 a同 P'醜 ntativeo( R・m沼田todp聞dueuof C一市町田岨h
..I--QZnR.崎町皿山diqram.are ...odated (ornu havi晴 山町d~~n>>onaÌ..凶，.

tu~ 町田Juto 副.De oxid・

その他， プロピレンオ キシドに関連してはジエチ

ル亜鉛ーアセ トン系やら ・ト リエチ レンジアミンー

エポキ シド系込ど興味ある問題芸追っていろいろ苦

労もしたが楽しんだりもした。

( 3 )アメリカにおける研究に関連して

1969年9月より私は文部省在外研究員として.ア

メリカのWisconsin大学， R. West教授の研究室に

留学した。彼は有機金属ならぴに，クロルカーボン

の化学で名声を得ている化学者である。ウィス コン

シン大学における私の職名はResearchAssociate 

という Postdoct'Orate(学位を取得している研究員

のこと)であった。

最近はアメリカの大学も資金難であり，一流教授

がPostdoctorateを採用する場合の基本的姿勢はだ

いたい次の通りである。 “オレはある研究をやりた

いが具体的にどうすればよいか分らない。大学院学

生にはPhDのこともあり，海のもの とも山のものと

も分らないテー?を与えるわけにはいかない。そこ

で高い金を出してオマエを採用したのである。推せ

ん状から見てオマエならできると思う。ガンバッテ

クレ 1ft とい った具合である。遺伝子合成で有名な

H. G. Khorana教授(ウィス コンシン大学，最近MIT
に移った)やビタミ ンBロの全合成を完成したと 伝

えられる (正式発表はまだない) R. B. Woodward 

教授 (ハーバード大)の研究室あたりにいるPostd-

octorateは，まさに化学実験のための機械のようなも

のである。仕事の性質上2年ぐらい滞在しでもほと

んど報文が書けないのが普通である。

West教授も基本的姿勢は同じだが， 評判通り人

柄は非常によ い人であった。 私のたずさわった研究

は“ConjugatedCyclic chlorocarbon Chemistry") 

とい う分野である。 研究のマンネ リ化を防 ぐため

にも，私自身が今までやっていた研究とはまった〈

違った仕事を選んだのである。 l年半という短期間

であったこと，ま たアメリカの生活を enjoyするこ

とに熱心であったこともあり，あまり大した仕事

はぷ誌なかったが， Perchlo川 ep凶 ulvaleneの合

成はDr.Westを非常に喜ばせた。東大の私の研究室

の鶴田教授に“Spectacularlysuccessful prepar-

ation of perchloroheptafulvalene" といった手紙

をよこしたほどであった。

Cl Cl 

Cト/一一¥ 〉ーえ ...Cl

mp 290・c
Cl 

Ci el 

対応炭化水素化合物であるへプタフルパレンの合
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お)

成はW.von E. Doering (ハーバード大)により報 ( 6 ) 石森岐洋，鶴田禎二，工化 69，2310 (1966) 

告きれている。その後いくつかの誘導体も報告きれ (7) 総説，鶴田禎二，工化 68，781(1965) 

ているが，いずれも不安定であり元素分析すらなされ ( 8) M.Ishimod， T. Tomoshige， T. Tsuruta， 

ていない。それに対し.オパールに似た黄色の単結 Makromol. Chem.， 120， 161(1968) 

品となり， mp 290・のパークロルへプタフルパレン

は，その安定性においてきわめて劇的であったので

ある。

アメリカの生活は全般的に楽しいものであったが，

そうでないこともあった。 一番ショックであったの

はアメリカの若い化学者たちのスパラシイ活躍であ

った。たとえば， B. M. Trost (Wisconsin大)など

は28オの若きで正教授となり大活躍をしている。ア

メリカの化学者の平均化学レベルがとくに高いとは

思わないが， 30オ前後で国際的に名を成している化

学者は少なくない。日本とアメリカとの差をもっとも

強〈感じたのはこの辺である。このような差につい

てはいろいろと論じられているかもしれないが，歴

史も，風俗習慣も大きく違い，さらに研究体制，研

究設備，個人の才能などがからみ合うこの問題に不

用意な解答をすることは危険であるようだ。ただ，

私自身にはこういう若い優れた化学者たちの“研究

に対するスサマジイばかりの執念"といったものが

非常に印象強〈感じられた。

応用化学会から“何んでもよいから書け"と言わ

れたので，研究ならびにそれに関連した事柄を思い

つくままに書きつづった。当然のことながらまとま

りのない文になってしまった点，おわび申しあげた

い。私の風変りな経験が皆様のお役に立つ機会があれば

幸いと思う次第である。

研究にあたり，指導ど助言を頂いた東大工学部教

授鶴田禎二先生，助言や激励を頂いた京都大学工学

部教授古川淳二先生ならぴに，早稲田大学理工学部

教授篠原、 功先生に厚〈御礼申しあげたい。

尚，この記事に関する文献を下記にまとめておい

たので¥参考にして頂ければ幸いである。

( 1) K. Ziegler etal.， Angew Chem.， 67，543 

(1955) 

( 2) J. Furukawa， T. Tsuruta， T. Saegusa， R. 

Sakata， Makromol. Chem. 32， 90(1959) 

( 3) M.Ishimori. T， Tsuruta， Makromol， Chem.， 

Chem.， 64，190 (1963) 

( 4 ) ，鶴田禎二，石森岐洋，工化 6F1477(1963) 

( 5) T. Tsuruta， S.Inoue， M.Ishimori， N. 

Yoshida， J. Polymer Sci. Part C. No. 4， 
267 (1964) 

( 9) M.Ishimori， G. Hisue， T. Tsuruta， 

Makromol. Chem.124， 143(1969) 
(10) M.Ishimori， G. Hisue， T. Tsuruta， 

Makromol. Chem. 128， 52(1969) 

(11) 石森岐洋，鶴田禎二，工化， 70， 378 (1967) 

(12) 石森岐洋，友重徹，鶴田禎二，工化， 70， 

548 (1967) 

(13) R. Sakata， T. Tsuruta， T. Saegusa， 

J. Furukawa， Makromol. Chem. 40， 64 

(1960) 

(14) R. J. Herold， S. L. Aggarwal， V. Neff， 

Can. J. Ghem.， 41， 1368(1963) 

(15) C. Booth， W. C. E. Higginson， E. Powell 

Polymer，弘 479(1964) 

(16) N. S. Chu， C. C. Price， J. Polymer Sci.， 

A 1，1105(1963) 

(17) 石森岐洋，武田信之，鶴田禎二，工化 70，

964 (1967) 

(18) M.Ishimori， O. Nakasugi， N. Takeda， 

T. Tsuruta， Makromol. Chem. 115， 103 

(1968) 

(19) 石森岐洋，平石矛彦，鶴田禎二，工化 10，

970(1967) 

(20) T. Tsuruta， O. Suzuki， M.Ishimori， 

Makromol， Chem.， 97， 276(1966) 

(21) 総説，石森岐洋，高分子， 16. 552(1967) 

(22) R. West， Accounts Chem. Res. 3， 130 

(1970) 

(23) M.Ishimori， R. West， J. Amer. Chem. 

Soc.， in press. 

(24) M. Ishimori， R. West， J. Amer. Chem. 

Soc.， in press. 

(25) W. von E. Doering in “Theoretical 

Organic Chemistry The Kekule Symposium 

" Academic Press， New Y ork， 

N. Y. 1959， P44. 

(註)石森岐洋氏は，新制11回・昭和36年卒，現在

東京大学工学部合成化学科助手として勤務され，高

分子化学の鶴田偵二教授の下で研究中。
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マイクロカプセルの新しい利用

昭和41年に学窓を去って富士フィルムに入社，以

後ずっとマイクロカプセル関係の仕事をしてまいり

ました。さいわいこの分野に関しては先発企業であ

ったため，新しいテーマも沢山あり楽しみつつ仕事

を続けることができました。以下に興味をもった仕

事の概要を述べさせていただきます。

[マイクロカプセル】

ご存知の方も多いと思いますが，マイクロカプセ

ルとは，種々の物質を保存又はある環境から保護す

る目的で，ポ 1)7ーを用いてこれを包み込んだミク

ロンオーダーの粒子であって，必要に応じてポリマ

ー皮膜が破かいされ内容物が放出されるものをいい

ます。この技術は1950年代の始めに米国のNCR社

によって発売された，カーボン紙のいらない感圧複

写紙に利用きれて世に知られて以来，世界中の関心

を集め，活発な研究が続けられてきました。

このような背景から出発したため，これまでの資料

はその殆んどが特許という，特殊な分野を形成して

います。感、圧複写紙はロイコ色素の有機溶剤溶液が，

ゼラチン膜によって包み込まれていて，筆圧が加わ

ると.マイクロカプセルがこわれて周囲に存在する

酸性白土とj容浪が接触し，色素が酸化されて発色す

る形式のものであります。そのカプセルの大きさは

およそ10-ー20μ です。

マイクロカプセルを用いたもののうち，最近世に

出た面白い例としては，香料及ぴコレステリック液

品をカプセル化して，印刷物にしたものがあります。

これらはレモンの絵を指先でこする (カプセルをつ

ぶす)と強いレモンの香りがしてくる，あるいは，

ちょうちょの羽の絵に指先を触れる (温度分布をつ

ける)と羽の色がきれいに変化するといった具合で，

主として新しい広告媒体として用いられています。

北島昌夫

[含酸素カプセル1
マイクロカプセルの興味深い利用例として，酵素反応

への応用があります。これはもとはといえば大先輩であ

る神原 周先生がお始めになった，人工酸素運搬体の合

成に関連したアイデアから発展したものであります。

即ち，天然のヘモグロビンを生物的に不活性なポリ

マーを用いてマイクロカプセル化して，種特異性や

血液型などの影響を受けない。 しかも長期間保存可

能な人工赤血球をつくろうというのがそもそもの発

想でした。この研究は東大医学部と共同で現在も続

けられていますが，血液はあまりにも復雑でかつ巧

妙な機構に満ちている為，これに問題な〈適応させ

るものをつくることには，かなり非観的な状況にあ

ります。しかしこの研究の過程で見出したイソシア

ネー トによる改質赤血球の製法に関しては，内外か

ら多くの反響を呼ぴ，他所に於ても発展的な研究が

されるなど，現在決して行き詰った状態にあるわけ

ではありません。

またこれに関連したもっと現実的な例として，含酵

素マイクロカプセルに関するものと，人工腎臓に関

するものとがあり，それぞれ非常に活発な研究が進

められています。

酵素を工業的に利用することは，生物科学の発展

と共に近年増々盛んに研究されていますが，その 1

つの方向は従来パッチ式であった酵素反応を，連続

化しようというものであります。その手段としては早大

の宇佐見先生が研究きれている吸着剤を利用する方

法の他，化学結合やイオン結合により不溶化する方

法等が検討されてきました。酵素をマイクロカプセ

ル化すると，これらの方法とは異った利点をもった

ものができます。酵素は化学変化を何も受けていな

い為酵素活性の比較的高いものが得られること，粒

子の大き さが任意に選べるので取扱いに便利なこ

と，酵素の種類によらず同ーの方法でカプセル化で

きること，同時に多種類の酵素をカプセル化できる

ので細胞内酵素反応と類似の，多段階反応系が可能な

ことなどです。この様な利点に着目して，製薬会社

などでは既に実用化を計画していることが，新聞な

どに報道きれています。

一方の人工腎臓の場合には，尿素分解酵素ウレア

ーゼと吸着剤とをカプセル内に共存きせたものをつ

くります。このようなカプセルを充填したカラムに

血液を通すことにより，過剰に畜積きれてしまった
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尿素を酵素分解し，放出きれるアンモニア及びその 【おわりに1
他の毒素を吸着剤で吸収，除去しようというもので 以上マイクロカプセルの利用例について，私がこ

す。マイクロカプセル化することにより，交換面積 れまでに関係してきた仕事を中心にその概要を述ぺ

が著しく増大するので装置が非常に小さくなるとい ました。現在マイクロカプセルに関しては，過大な

う利点があります。この方面の研究はアメリカに於 期待に基因するアイデアと現実とのギャ ップからの

て特に盛んであって，臨床的なデータも報告されて 混乱期が過ぎて，これらの経験から性質を十分理解

います。 した上での利用という，最検討期にあるように思わ

I医薬品への利用1
マイクロカプセルの特徴が最も効果的に利用でき

るのは恐らく医薬品の分野であろうと考えられます。

カプセル皮膜により薬剤lの溶解や拡散を調節した持

続活性型の医薬品は既に市場に出ていますが，その

他にも実用化の間近いものがいくつかあります。例

えば，薬品のにがみをいんぺいして飲み易くしたも

の，胃酸などによる分解が激しい為従来注射薬とし

てしか用いられなかった薬剤l乞保護してやることに
より経口投与を可能にしたもの，不安定物質をカプ

セル化することにより従来2剤投与であったのを混

合して 1剤化したものなどです。

必要な部位に，必要最小限の薬剤を，必要な時期

にのみ作用させるこそができれば，治療法としては

最も理想に近いものといえますが，マイクロカプセ

ルはこの夢をある程度可能にするものであります。

患部の僅かなpH異常や温度，イオン濃度，酵素組成

の差を利用してカプセルを破かい，薬剤を放出させ

ることは.あながち不可能とはいえません。

学生部会の位置

応用化学会は同窓の会であるが，社会で活動して

おられる先輩と在学生の交流もはかって欲しいとい

う強い希望が学生間で持ち出され，今年度より学生

部会が設置されることになった。学生部会は，各研

究室及び学年を代表する下記のような幹事会は，毎

月最終火曜日の正午に開催され，種々の行事につい

て討議しています。

代表総事堀江芳文(大学院)

内藤基博(学部)

大学院 有江英司，岡崎哲雄，Jli野幸生

河原芳和，清水竹夫，早田喜穏

十河光平，松本治

学部 4年 倉地京平、

3年 中秀行，豊島道夫

2年 黒田一幸，寺田逸平

l 年 長谷川 和美，長谷川清

れます。そして恐らく近い将来いろいろな分野で新

しい製品が生み出きれ，発展期を迎えることが期待

きれます。
次に挙げたのは本稿に関連する内容の最近の報文

です。何かの御参考になれば幸いです。

1 )北島，関口，近藤，表面， 8 (7)， 422(1970) 

2) M. Kitajima， W. Sekiguchi and A. Kondo・

Bull. Chem. Soc. Japan. 44(1)， 139(1971) 

3 )関口，北島，バイオテク， 2 (9)， 716(1971) 

4 )北島，宮野，近藤，工化誌，72(2)，493(1969) 

5) M. Kitajimaand A. Kondo， Bull. Chem. Soc. 
Japan， 44 (11) (1971)印刷中

6 )北島，近藤，バイオテク， 2 ( 9 )，709(1971) 

(註)北島昌夫氏(新制14回 ・昭和39年卒)は，富

士写真フィルム(株)中央研究所に勤務。

また現在理化学研究所柴田和夫先生(第23回，昭

和17年卒)の研究室に派遣され研究中である。

昭和46年度大学院友び学部卒業予定者動向

分 類 人 数

修士2年在籍数 5 9名
大 博士課程進学 3名

学 外国人留学生 2名

院
就職内定者 5 2名

不 詳 2名

昭和47年3月卒業予定者 134名

学
早大大学院進学 69名

早大大学院未定 2名

部
他大学院進学 3名

就職内定者 54名

自 営 1名

不 詳 5名

(昭和46年12月10日現在)

-22一



留日随想

日本に来る前， 日本に対してのイメージはイギリ

スに似たような四つの島からなった島国で，武士道

精神，有名な富士山，締麗な桜，そして戦後の経済

復興などの漠然なことしかありませんでしたが，日

本に着き初めて日本人と接し親切な民族であること

を肌で感じました。数年間の日常生活を通し.日本

と日本人のことを少ずつ理解するようになり，剛健

な精神，やさしい心遣い，特に自然を大切にする素

朴清純な日本の美に心が引かれました。また，旅行

で北海道の風景， 日光の古跡，箱根の紅葉，京都の

寺院などの日本独特の景色と伝統美が印象的です。

言葉についても，言うまでもなし日本語は日本

人の心と文化の独特性を表わしています。しかし日

本語の難しきを日本人自身も認めているほどで，ま

して外国人にとってそれを修得するには相当な努力

を払わなければなりません。 私は本を読む時漢字

の親しみで多少助かったが，入学した頃，言葉のハ

ンデキ-¥".ツプで先生の講義を理解するのに骨が折れ

たのが実情です。しかしその後勉強するにつれ， 日

本語に興味を持つようになりました。漢字の取り入

れで，背中国の文化をそのまま吸収することができ，

カタカナの活用で日本は近代西洋文明を導入し，富

強の道を歩むことができました。このように大きな

役割を果した日本語は他国にない日本文化の一つの

大きな特徴といえましょう。ただこの便利きも，む

やみに必要のない外来語を連発することによって，

日本語の誇る独特性が薄められるのではないかと大

変気になります。

経済面では，日本は戦争の残壌から立ち直りめぎ

ましく成長してきました。その努力は主に教育の重

視，たえまない科学技術の吸収と革新，その上，よ

楊鴻椿

〈知られている日本人の勤勉さなどであり，まさに

他国のよき模範であります。反面では続出した公害，

物質文明の発達につれて精神面の荒廃が目立つよう

になり，その断痕から生じた社会問題なども私にと

っては大切な参考となります。 最近海外から日

本への批評が出ているようです。確かに出る針は打

たれるということもありますが，国際協力の立場に

立った日本に対しては世界平和への大きな役割がい

っそう期待されているのですから.凡ゆる機会に国

家としてのあるいは個人としての抱負，を持ってい

ただきたいと思うものです。

日本で勉強したお蔭で故国にいる仲間よりもうん

と学生生活が長〈延ばされ，その結果日本における

学生に対する配慮，充実しつつある設備及ぴ豊富な

書物文献，よい環境と車越した先生方の御指導の下

で勉強することができL本当に幸わせを感じている次
第です。実験は忙しいですが，研究室にはいつも互

に励し合い助け合ぃ活発な研究雰囲気が満ちていま

す。勉強以外，学友は青春の夢を語る相手にもなり，

時に麻雀の宿敵にもなり，また忘年会， コンノペゼ

ミ旅行などで先生と学生と共に年の隔りを忘れ，心

の触れ合う親きが溢れています。早稲田祭の華麗さ，

早慶戦の感激，日本の学生生活のすばらしきなどが

貴重な思出として楽しく残きれましたが，授業中に

キャ ンパスからマイクの声そして煩しい学園紛争な

どにやや抵抗を感じました。それに関連して，今日

世論を公正な立場に立って報道すべき筈のマスコミ

が，ムードに走り偏見を生じやすくしている傾向の

中で¥自分を見失わないような正しい判断がとても

大切なことと思うのです。

大学院生の生活は終ろうとしているが，多くの若

い人と同じように伝統のある歴史に輝〈早稲田大学

に憧れ，ここで学ぶ夢を実現できたことが如何にも

幸運でした。6年に近い我が青春の一部杭この美し

い国での懐しい母校に過させていえだきました，誇

りを持って，いつまでも頑張っていきたいと思います。

終りに，終始丁寧に御指導，御配慮をいただいた鈴

木晴男先生並び宇佐美昭次先生を始め，お世話にな

った諸先生方Iこ心より感謝を申し上げます。

(新制20回・昭和45年卒，現在鈴木教授研究室(食

品厳醇化学)に所属し，明春修士課程修了の予定)
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教室だより

高分子化学研究室

当科の高分子化学研究は故小栗捨蔵教授により開始され、竹材，繊維素誘導体，繊維素の吸湿，繊維素に

対する光化学作用，和紙，尿素樹脂等について研究が行なわれた。昭和26年4月に大学院理工学研究科創設

に伴って高分子化学専修が設置された。同年篠原教授が研究転換をして加わった。昭和32年 3月，小栗教授

が定年退職をされ 4月より神原教授が非常勤講師として応援に加わった。その後土田助教授が，次いで関

板教授が加わり現在高分子化学教室は，篠原，関根，土田の 3研究室からなっている。学部卒業研究として

配属の学生は大学院進学希望が多い。

篠原功研究室

-オリゴマー

従来から主テーマであったオリゴマーの研究を展

開している。現在多官能性モデルオリゴマーを合成

中であり，これを高分子化したときの.構造と粘5単
位など物性との関連を検討すぺ〈準備中である。

Oオリゴマー産業の探究

石油と石油化学 15 No 5， 73 (1971) 

Oオリコ・7 一利用による電子写真用材料の開発

画像技術~ No 6， 78 (197)) 

-高分子の帯電

静電気現象の研究はずっと続けている。合成高分

子は摩擦による帯電現象が著しい。帯電現象そのも

のはギリシャの普から知られているが，帯電機構に

ついては.未だ解明されていない。よって化学屋の

立場から帯電機構の解明を試みている。各大学の電

気，応用物理の研究室と提携して研究を進めている。

現在さらに電導ポ 1)'7ー，導電現象についても取り

組み始めている。超電導ポリマーにまで突入できれ

ば楽しいことである。

0高分子物質の帯電と化学構造

電子写真，盟2(1971) 

0重合体の電子状態と静帯電に関する一考察

日本化学会第25会(1971)

0共重合体の帯電における電荷生成能について

第16回静電気研究発表会(1971)

OSt-MAn共重合体における諸因子の影響

第16回静電気研究発表会 (1971)

-含リンポリマー

含リ ンポリマーの研究も続けている。PNC12系ポ

リマーは古〈無機ゴムとして知られているが，不安

定性のために見捨てられてきたo この系は耐熱性ポ

リマーとして関心が持たれてきたが，これをオリゴ

マー化することにより活用の道を見出そうとするも

ので，反応機構の解析，置換基導入反応などを中心

に研究を展開しており，興味ある結果が出はじめて

いる。

0塩化ホスホニトリルオリコ・7 ーとその誘導体

第20回高分子年次大会(1971)

-臭ビポリマー

さらに臭化ビニルポリマーについての研究が加わ

ってきている。塩ビについての研究は数多く為きれ

ているが，臭ピは未開の分野で今後の発展が望まれ，

興味ある成果が期待できる。現在単独重合，共重合，

高分子反応の研究段階まで進んできているが， 臭素

の易反応性を利用して感光性ポリマー，水質汚染の

除去などの問題に寄与し得れば面白い。

0臭化ビニルの重合性，工化旦1191(1971) 

0臭化ビニル重合系における連鎖移動反応 (1)， 

日本化学会第25年会(1971)
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0臭化ピニル重合系における連鎖移動反応、 (II ) 

第20回高分子年次大会(1971)

Oポリ臭化ピニルと脂肪族アミンとの反応

日本化学会第25年会(1971)

Oポリ臭化ビニルとアミン類との反応、

第20園高分子年次大会(1971)

の萩原幸氏の世話で修士2年の田川君が研究をしている。

0解重合才リゴプタ ジェンの炭酸化反応

日本化学会第25年会(1971)

0放射線連鎖橋カケポリエチレンの酸化反応

第20国高分子学会年次大会(1971)

-その他

-崩壊ポリマー この外に高分子電解質の溶液論の研究も始めてい

つぎに高分子の崩壊，解重合について研究を行つ る。 VPO，エプリオメーター，粘度計などを用いて

ている。高分子材料を解重合することによりオリゴ 高分子電解質の洛存状態を検討している。

マーを得ることは，モノマーを原料としてオリゴメ

リゼーシ ョンに よりオリコ・7 ーを得る方法と問機に

考えられるべき であろう。この際官能性オリコ・7 ー

が一挙に解重合により得られれば，さらに申し分が

ない。

高分子の崩竣は京大 ・鍵谷教授の許にいる当科出身

これらの研究はそれぞれ興味があるが，間口を拡

げすぎ，研究室として一貫性を欠くうらみがある。

何れこれらの研究を盤理，融合して一つの体系を作

りあげて行きたいものと考えている。

関根吉郎研究室

私の卒業論文は武富先生の研究室でフルフラール

に関するものであった。戦争で傷付き片輪の身とな

って学校に帰ってきたと き.時の応用化学科主任教授小

栗先生のところに挨拶に行った。先生は丁度ょいとこ

ろにきた実験を手伝ってく れ，と いうことになっ

て，何とはなしに今日に到る ことになるのである。

爆撃機のプレーキライニ ングの改良が問題であっ

た。石綿にベークライトを浸して加熱加圧成型した

ものであったが，驚ろくほどの高熱を発するので，

ベークライトよ り耐熱性に富む合成樹脂の開発が問

題であった。

ナイロンが発表されたのは私の学生時代である。

が戦時中の我が国には対象となるべきものは，尿素と

漸〈製造を始めようとしたメラミンがあっただけで

あった。然しどちらもベークライトに及ばなかった。

有機材料，主として高分子化合物をさすが無機材

料と比較して，或は金属材料と比べて多くの利点は

もっている。が熱に対しては， どうしても劣るこ と

を認めないわけにはいかない。

絶対温度は T=.1E/.1Sで定義される。Tを大き く

するには分母のSを小さくすることで，ダイヤモンドは

有機物ではあってもその極限にある例であろう。がS

が小さ いことは堅いということである。糸にひかれ

たり，フィルムを型成することが有機高分子物質の

大きな特徴であって， ダイヤモンドからは糸もフィ

ルムも望めない。

それでは反対に分子の.1Eの方を大きくできない
ものであろうか。j容融とは分子聞の問題である。分

子間カを増大させる，一方分子そのものの剛直さと

いうか比較的Sの小さいものを選べばよろしい筈で

ある。

こういう考え方から基本の分子にベンセ'ン環2個

をもっピスフェノールAをえら V:，これをハロゲン

化してみてはどうだろうカユ小栗先生時代の大学院の

卒業生である池田幸治君が中心となってこの問題に

取組んだ。結果は主として工化誌に投稿した。

1)工化 72 791 (1969). 5)工化 74 26 (1971). 

2)工化 73 429 (1970). 6)工化 74 33 (1971). 

3)工化 74 507 (1971). 7)工化 74 40 (1971). 

4)工化 74 767 (1971). 

予想した通り熱的な向上は大いに認められた。ガラ

戸

h
u
q
L
 



ス転移点Tgが175'Cの物質まででき上った。

だが所詮，有機は有機である。タバコの火は約800

℃といわれるが，この温度に耐えられるものはまず

ないのである。ところが水に対しては減法強いもの

が多いのである。戦前山をよごした新聞紙は雪がと

ければきれいさ っぱり洗いとられていた。 r塩ビ」

「ポリエチ」の出現後，自然、は汚れる一方である。

太平洋のド真中にも，こういう種類の物質がぷかぷ

か浮いている。

ネオプレン，そしてナイロンと始った化学の新し

い時代，第2次大戦後はテリレン，デルリン，ポリ

プロピレンと次々と新しい合成物が世に出た。栄光

の学問と産業はとどまるところを知らないように見

えた。

土田英俊研究室

次は何が出るだろう。という期待まであった。合

成皮革，その次はきっと木綿にまきる吸湿性ある繊

維ではないだろうか。こんなささやきさえあった。

すぐれた面は裏からみると欠点につながることが

多い。美くしく細工のしやすきは，衣類ばかりでな

く，建築物の中にも限なく利用されるようになった。

天然物からは求められない世界が拡った。だがひと

度，火をかぶったとき，合成を試みた人はそこまで

は考えなかったのである。捨てられたあとまでは誰

も考えてもみなかったのである。東京だけで月々何

万トンかのプラスチックのゴミが出るそうである。

新しい物質を合成する可能性はまだ無限にあるだ

ろう。短い時間，人間には有用であっても，地球は

大変迷惑しているのである。

持で，大学院の諸君(現在，博・1，修・9，特ー1)，それ

にモスクワから帰った長田義仁君などと一緒になって次

のような課題を取り上げています。

- ポリカチオンポリマーとその錯体。

イオン席を主鎖または側鎖に規則間隔で持つ高分

子のポリカチオンを合成し，その特性を調べていま

す。よく水にとけるポリマーですが，これを Matrix

とし静電力でモノマーを配列させて重合したり，反

対電荷のポリマーと塩型錯体をつくり，特性を検討

しています。これらを一種の分子筋や新しい材料に

利用するなど，反応論的にまた応用としても面白い

篠原功先生の下て二オリコ・7 ー の御手伝いを 問題が見つかってきています。

致しておりましたが，先年より研究室を独立させて 総説を化学の領域(1971年 8月 9月)に、報文は

頂き「合成高分子化学」ということで，主に機能の 工化(1970，1971年)に載せているほか，Makromol.

ある高分子を合成してみようという立場から仕事を Chem.に英文数報があります。

進めでおります。

今まで随分沢山のポリマーが作られましたものの，

蛋白など生体高分子と較べると， とてもその複雑級

密で巧妙な機能には及ぴもつかないのが，合成高分

子の現状です。重合反応も普通の取り扱いは殆んど

片付いて，高分子科学の他の分野と同様，だんだん

難しい問題に取組むようになってはいても，未だこ

んなですから幼稚な段階ですが，環境保全も含めた

懸案の解決は矢張り高分子化学の役割となるでしょ

フ。

私の研究室ではこんな観点から，合成高分子の 1

次構造がどこまでの機能を発揮できるのかを追求し，

他日機能のある高分子設計の知見としたいという気

-分子間相互作用が規制する重合系。

Sequential重合を目指すとき、モノマー閉または

ポリマーとモノマー聞の弱い相E作用を確実に理解
することが重要なので，従来スチレンー無水マレイ

ン酸系を中心に検討し，pmrを使って系に在るすべ

ての成分の相互作用を錯生成定数として理解し，普

遍化することができました。高分子の Donor，Acc-

eptorを組合せて第3物質を反応させるとき，それ

らのイオシ化電位，あるいは溶媒種や温度で反応性

が変るので，電荷移動現象を利用した重合規制を検

討しています。

またこれに関連して，ピロール環の特性に注目し
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その高分子誘導体の検討を，伴野君(博士課程)ら

が展開しています。主な報文は工化 (1969，1970， 

1971年)にあり， またMakromol. Chem. 141. 

265-298 (' 71) Discussion on the mechanism of 

alternating copolymerization of styrene and 

maleic anbydride. 及ぴ Makromol. Chem. (， 72) 

旦丘竺三 Solventeffects on the alternating 

copolymerization systems; Evaluation of equili-

brium constants by pmr spectroscopy. など。

- 高分子触媒による強化的重合反応。

酵素ほどの反応速度，基質特異性を期待するのは

到底無理な話ですが，高分子鎖に ActiveSiteとな

る金属錯体を導入し，主鎖部の分子量，骨格，近接

基，コンホメーシ ョンなど高分子効果を明らかにし

乍ら，酸化還元型触媒としての機能設計を試みてい

ます。基質に移動性水素を持つ化合物， たとえばフ

ェノール，アミン，アセチレンなどを用いると，こ

れら単量体と溶媒それに高分子触媒を入れて，空気

を吹き込み乍らかきまぜていれば，簡単に重合して

長いポリ 7 ーが得られます。いま， こんな反応て・フ

エノールからポリフェニレンオキシドが生成する機

構の解析に全力を挙げているのですが.結局これは

錯体の酸化反応機構を明らかにすることなので，モ

デルの高分子錯休の合成とその電子移動反応を関連

させて理解しようとカを注いでいるところです。こ

ういう仕事に入りますと，どうしても錯体化学の知識

が必要となるので，部屋の連中と勉強に骨折ってい

る次第です。

報文は工化 (1969，1970， 1971年)， Makromol. 

Chem. .lJ2， 209， 215 (1970) Oxidative Pol卯.of 

aromatic amines in aqueous solution of iron 

-chelate. J. Polymer Sci.(l97I) in press. 

① The preparations and properties of some 

water-soluble Co(皿)-PVP complexes. 
② The effect of polymeric Iigand on the electron-

transfer reactions. 

Makromol. Chem. (1972) in press. 

① The kinetics for the oxidative pol yzation 

xylenol catalyzed by copper amine complex. 

② The role of oxygen in the oxidative polymer-

ization of xylenol. 及ぴその他など。

46年度学位取得者 7名

0椎野和夫 (工業技術院東京工業試験所，燃料4
回・昭和23年卒)

「火薬としてのニトラ ン系化合物の謙造と性質」

工学博士(昭和46年3月4日授与)

0宇佐美盛蘭 (東亜燃料工業株式会社，大修 3回 ・
昭和30年卒

「エバル トカルボニルの製造及びそのオキソ合成

法への応用に関する研究」 工学博士(昭和46年3

月4日授与)

0飯島徳治 (日立製作所(株)62研主任研究員， 新5回
・昭和30年卒

「精留塔の精留特性に関する工学的研究」工学博

士(昭和46年3月4日授与)

0赤林宏 (日産化学工業(株)中央研究所主任研究

員，燃料6回 ・昭和25年卒)

「シリカゲルに関する研究j 工学博士(昭和46年

3月4日授与)

0土井章 (無機化学研究，大修15回 ・昭和42年卒)
「無機化合物ならびに各種鉱物の熱分解におよぽ

す瞬間的圧変化の影響J工学博士(昭和46年3月

4日授与)

0趨 木根 (化学工学研究，大修10回 ・昭和37年卒)
「プラズマ反応装置衝撃波管による高温反応の工

学的研究」工学博士(昭和46年3月4日授与)

O荒川秀夫 (化学工学研究，大修16回 ・昭和43年卒)
r2相接触装置の勤特性に関する研究J(昭和46年
3月4日授与)
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化学工学研究室

化学工学研究室は現在，石川，城塚，平田，豊倉の4研究室からなり，学部学生は 1学年当り応用化学科140

名中化工分科40名，大学院は l学年当り修士課程20名，博士課程4名が定員であり，現在ほほ定員を満すような

学生が在籍している。卒業生も昭和39年度卒の第 1固化工分科卒業生以来すでに 189名に達し，また大学院

修士終了者は42名であるが最近の大学院進学率は50%近くになっている。また就職先もプラントメーカー

(29名)はじめ，総合化学メーカー (11名)，石油および石油化学関係 (21名)，そのほか食品，有機化学，無機化

学から商事会社関係にまで広範囲に達している。以下各研究室の紹介を行う。

石川平七研究室

この研究室は化学工学研究の中主として機械的分

離操作に関する研究を行って居ります。すなわち粉

砕より始められる化学工業の準備作業より，分離・

分級・ろ過・遠心分離・沈降等粉体の一般流動，流

体中の粉体の運動等に関する一連の固体粒子のhan-

dling及ぴこれを基礎とした化学的procesesの研究を

行っている。これらの具体的説明の概要を titlesを

もって記すれば次の如くになる。

(1) 乾燥腸質土又はZeolite触媒による石油類の

流動化接触反応に関する研究

1.灯軽油等比較的低留分の勝質土粉末による

接触分解反応

2.腰質土粉末触媒による灯軽油の接触脱硫

3.固定床謬質土触媒粒子充填層に少量の空気

を同伴酸化反応を併用する脱硫

4. 固定床腰質土及び天然ゼオライト粒状触媒

による排煙脱硫

5，石蝋と比較的少量の乾燥勝質土粉末とを混

和焼梓し，速続的に接触分解蒸溜し，低溜分

オレフィ ン炭化水素泊の製造法

6. アスフアルト類と比較的少量の乾燥謬質土

粉末とを混和し，連続的に接触分解反応を起

きしめる芳香族燃料の製造法

7.ポリプロピレン，アダクト，ポリマー(低
分子重合物)を少量の乾燥膝質土粉末に混和

し，連続的に接触分解するオレフィ ン系留分

油の製造法

(2) 無機鉱物の製造法に関する研究

1.アルミナセメント (CaO-Ail203)の製造法

2.勝質土を原料とする A型， X型及ぴY型等

の合成法

3. Dawsoniteより重金属酸化物-AJl203系触

媒の製造法

(3) その他の研究

1.活性炭の成型法

2.活性炭-H20系の乾燥装置

3.石油樹脂の成分組成に関する推定

以上の如〈多くの研究問題を持っているが一面ま

た多人数の学生も預っているのである。教授が一人

対し，大学院D.C.が3人 M.C.9人，学部4年

生12人，他に実験関係の個人助手2人であるから合

計26人と言うことになる。従ってまた多くの実験研

究費のか‘ることも当然である。

せめて全部の学生1人当り年間2万円(この額は

年間当りの各学生の実験実習費に相当する。)そっく

り研究室に返してもらいたいものである。それに欲

を言えば実験室であるが，実際に甚だしく狭くて困って

いる。最早機械を買ってもこれ以上入れる所がない程

勺どこの実験室に行っても廊下にはみ出す始末であ

る。以上の2点を学校当局に強〈考えてもらいたい

ものである。ただ国の援助と学校の援助とで色々な

機械器具類をかなり豊富に買い入れて戴くことが出

来るようになったことは喜ばしい事で感謝の外はな

い。我々が小林先生の所で40余年前助手をして居っ

た時とは違い，時流の差とは言え世の中の移り変り

の大きいのには驚〈外はない。こうして私学も時流

-28-



にのって遅れをとらぬ様に何としても良い，為めに 研究所と言ったものをーさ い集結し，構想を練り直

なる研究を多 くやらなければならないとしみじみ考 して再出発してはどうかと思う。

えきせられる。これには私学としては大学院と附置

城塚正研究室 などの設計法について研究したが，抽出機構に未解

-研究テーマの根幹

(1)高度分離 (超分離)技術の開発。

液・液抽出，反応、抽出，閤体抽出，品析，起泡

分離技術の特性解析と設計法の研究。

(2)高温反応(超高温反応も含む)，光反応工学の

展開

装置特性と設計法ならぴに新プロセス創案

(3) プロセスダイナミックスおよびシステム工学

の展開。

化学プロセスのダイナミ ックス と制御，最適化

手法の適用研究。

以上の 3重点研究による資源完全利用，高附加価

値，無公害化学工業プロセスの再編成を指向する。

-研究室関係情士号取得者

平田彰(現助教授)，豊倉賢(現助教授)，小久保良

(現日産化学，富山工場技術部長)，村上昭彦 (現農

工大助教授)，佐野正道 (現名古屋大学，鉄鋼工学

科)，酒井清孝(現静岡大学専任講師)，飯島徳治(現

目立製作所， 目立研究所主任研究員)，荒川秀夫(現

研究室)，越木根 (現研究室)，

-大学院生および卒齢学生

博士課程(4名)，修士課程(18名)，卒論(15名)

-各研究テーマの概要

(1)抽出に聞する研究 (博士論文，修士論文，卒

業論文テーマ)

液ー液抽出については脈動抽出塔， RDC抽出塔，

明の部分が多 <，基礎研究から新裳置開発へ指向し

ている。また国体抽出については，資源処理，食品

工業への応用に向って新型抽出装置の開発(文部省

科学研究費試験研究費による)を行っ ている。

a)反応抽出に関する研究

b) ミキザ ・セトラの設計基準に関する研究

c)非ニュートン流体系の液滴の運動および物質

移動に関する研究

d)移動層固体抽出装置の研究

e)分別昇華操作および装置の研究

(2)起泡分隊法の研究 (博士論文，修士論文， 卒
論テーマ)

廃液処理，海水中有効成分分離を目的とし， 10-6 

_10-10 (モル/Q)の低濃度域の濃縮技術として採

用し，その特性，設計法を研究

(3) 高温反応工学に闘する研究(修士論文，卒論
テーマ)

高温反応工学の一環として.化学衝撃波管，プラ

ズマ反応装置，電熱流動層による高温反応をテー7

として取り上げている。

a)化学衝撃波管による高温反応速度の研究

単一パルスを発生する衝撃波管によって.短時間

内に任意の高温を発生させることができるので，反

応速度の研究には好都合である。この種の装置を使

って炭化水素の熱分解を行ない， 5，000・Kまでの熱

分解速度定数を求めた。また多くの実験ーデータを整

理してn-C32H..6 までの nーパラフ ィンの熱分解速
度定数を推算できる相関式を得ている。

b)プラズマ反応装置によるプロセス開発研究

プラズマ化学合成プロセスが成立するためには，

プラズ?の高いエネルギーを効率よく 利用すること

が重要なポイントの 1つである。このため各種反応

系に対してどの様な装置形式をと'れば，最も効果的

であるかを明らかにすべきである。この観点から，

気休，液体，固体原料に対して，管型，液中型，噴

流層型プラズマ反応装置を試みており，炭化水素，

石炭などの高温反応を行なっている。気体系の反応

に対しては，衝撃波管で得られた高温速度データを

用いることによ って，速度論的解析ができることが

わかった。
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c)電熱流動層裳置の特性と設計法の研究

導電性粒子の流動層に直接通電することによって

高温を得る装置で，炭化水素の熱分解を行なってお

り，速度論的解析が進められている。

(4)光反応装置の般計および般針因子に関する研

究 (博士論文，修士論文， 卒論テーマ)

光反応装置の化学工学的研究は，ここ数年来よ う

やく盛んになり始めた反応工学のごく新しい一分野

である。本研究室では工学的応用を期待し得る光反

応特有な性質として光エネルギーの吸収をとりあげ

その基礎的，応用的研究を行っている。その基礎的

研究としては光吸収速度に影響を与える諸因子，

(8eerJjJJの工学的検討，光吸収速度のとり扱い，多

l 色光による光反応)について， また応用的研究と

しては添加物による内部フ ィルター効果，あるいは

脱活性を利用した新しいフ ィルタ一系の開発を試

みている。これらのほか，混合 ・拡散の光反応収率

に与える影響，均相系光反応装置の設計法などの研

究を行い，現在新しい光反応器の開発を計画中であ

る。

(5) プロセスダイナミックスの研究 (修士論文，

卒論テーマ)

化学プロセスは各々操作によって種々特色を持っ

ているわけでありますが，制御対称、としてのプロセ

ス動特性の実験的研究は，測定が困難であることで

ほとんどおこなわれていません。現在は，

a)多段集中系プロセスとしてガス吸収塔、抽出

塔の流量変動，組成変動による特性の解析およびス

ケールア ップ。

b)解析結果を使って自己制御性を有するプロセ

スの研究

c)分布系プロセスとして充填ガス吸収塔の実験

的解析。

d)ラージスケールシステムのダイ ナミ ックス研

究手段としてのモード解析

( 6)化学プロセスの最適化に関する研究 (博士論

文，修士論文，卒論テーマ)

化学プロセスにおける最適化問題は，定常最適化

と最適制御に分けられる。当研究室における成果の

うち， (令ガス導入型反応器系の最適設計は前者に，

半回分流入法による霊会反応系の制御は後者に属す

る。現在は，化学プロセスに見られる不確定性に着

目し，多段確率過程の最適制御をはじめとして，最

適漉波，最適予測などについて研究を進めている。

また，単位操作として重要な慢排槽内の流動現象の

確率モデル化，拡散律速反応系の確率論的解析など

にい くつかの知見をえている。最適化問題は.複雑

なプロセスシステムの最適化に発展するのが当然で

あり，これはえられた解の実験検証を困難にするこ

とにもなるが，当研究室においては化学反応の確率

性が分子量分布としてあきらかにされる高分子生成

反応系を実験検証の対象としており，多段流通管型

および自己熱交換型連続重合反応、装置について確率

的最適化理論の適用を図っている。以上の他に，環

境汚染問題，産業廃水の微生物処理問題，触媒反応

器の運転 ・再生 ・交換問題を最適設計ならぴに制御

の立場から検討を進めている。

平田彰研究室

私は現在 2年近くの予定で，教室の先生方のお許

しを得て，カナダのトロ ント大学に来ております。

そのため研究室は 目下閉鎖状態ですが，せっかくと

もった研究室の火を消きないようにとの，化学工学

の諸先生方の温いお取り計らいで，修士学生1名.

学部学生1名が，城塚教授・豊倉助教授の御支援の

下に研究を続けております。来年 (昭和47年)4月

からまた研究室に戻りますが，その折には心機一転

新らたに再スタート したいと考えています。そこで，

こもでは過去数年聞の様子をお知らせして御参考に

供したいと思います。

学生時代より今日まで，城塚教授御指導のもとに

主として行なって来た研究の根幹となるテーマは，

「異相接触界面における諸移動現象機構とその単位

操作への応用」で，勿論この中には化学反応も含ま

れています。これらは化学工業の中でも最も基礎と

なる輸送現象論，判り易い言葉で云えば移動速度

論の分野に入ります。この分野は化学工学の中でも

日
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かなり新らしい学問であるだけに，化学工学の将来

の発展のために明らかにしなければならない問題が

かなり残されています。そこで私は化学工学の基礎

のそのまた基礎から階段を一歩一歩上る積りで研究

をして来ました。

過去数年聞の研究内容をもう少し具体的に書きま

すと，

1.異相接触界面における物質移働機構とその応用

一つの液相中に溶解している特定成分を他の液相

中に移動させたいときのその成分の移動速度は如何?

と云う基礎的な問題一つを取り上げても，そこには

液滴内の循環流，界面汚染，界面抵抗，界面撹乱，

化学反応の影響，装置内混合等々一筋縄では行かな

い多くの問題が残っています。これらの影響因子の

中には移動速度を促進するものと逆に抑制するもの

とがあり，過去においては全〈実験結果に依存せざ

るを得ない状態でした。幸いこれまでの研究成果に

より，少 くとも，理想的な系においては，異相接触

界面における流体力学的挙動を考慮することにより，

過去において不統ーであった実験結果の統一化およ

ぴ未知のものに対する普遍化，予測化が可能となり，

さらに溶解，液 ・液抽出 !fス吸収等の単位操作へ

の統一的適用がほず可能となって来ました。今後，

きらに界面における物理，物理化学等の境界領域の

諸学問の導入により，非理想系における移動機構の

鮮明とその応用手法の開発を志ぎしております。

2.高流速織における熱および物質問時移動機構と

その応用

上記の移動速度を出来得る限り大きくすることが，

究極的には化学工学における最も基本的な課題であ

り，移動速度は推進カ即ち平衡からのずれに比例す

ると云うことから，では推進カを無限大に取れば，

移動速度を無限大に出来るか?となると，決してそ

うはならず，そこには様々の抑制作用が働きます。

それでは如何なる抑制作用が如何なる限度で働くか?

と云う簡単な質問にも，残念ながら未だ明解に確答

出来得ない状態です。物質移動のみならず，化学反

応，熱移動等を同時に伴なう場合には問題が一層複

雑となります。この研究はこれらの機構を解明する

と共に現実の単位操作で生じているこれらの複雑な

現象に応用しようとするもので，現在，物質移動の

みの場合には，移動速度の高推進カ依存性の特質が

明らかになりつ、あります。化学工学の最も基本的

な式である N=KA.1Cの表示式を修正しなければい
けないのではないかとさえ考えられる結果を得てお

おります。

3.高温化学反応被構

ショック・チュープを使用して，軽炭化水素の熱分

解反応の特に高温領域における温度依存性を研究し

て来ました。現在トロント大学において，廃汚水の

酸素の activization (活性化)等の前記に関連した

研究の他に， Time of Flight Mass Spectrometer 

(飛行時間型質量分析計)を使用して， NOの分解
・生成機構およびCS2の分解・酸化反応機構等，
pol¥uton問題に関連した反応機構の研究を行なって

おります。

以上，輸送現象論は平衡論と共に，全ての化学装

置 ・プロセスの工学的解析 ・設計 ・開発等に必要欠

くべからざる基礎として極めて重要です。た J残念、

なことは，現時点においてはこれら基礎論を現実の

の装置・プロセスに直接応用を可能ならしめる段階

には未だ至っていないと考えます。たゾ少なく とも

云えることは，未知のものに対する創造的開発，能

力の自己開発等の恨幹として役立つも のと信じてお

ります。将来，最適化手法，システム工学等の発展と相

いまって，基礎論よりスタートした直接的に現実問

題解決のための新らしい手法の開発が今後重要とな

り，これらは完成までにかなりの長年月が必要でし

ょうが，私は今後努力したいと考えております。

最後に最近1969年からの 3年間に発表した論文の

うち主なものだけを紹介致します。

“化学衝撃波管によるプロパンおよび n-ベンタ

ンの高温熱分解反応化学工学， 33， 662 (1969))， 

“異相接触界面における非定常物質移動速度の解析"

:向上， 33， 168 (1969) 

“Analysis of Unsteady-State Mass Transfer 

through an Interface between Different 

Phases": International Chem. Eng. 9 

546 (1969) 

“A j-lew Method of Measuring Instantaneous 

and Local Mass Transfer Rate": J. Chm. 

Eng. Japan. 3. 178 (1970) 

“単 液j商の挙動化学工学の進歩，p.27 

化学工学協会編，丸善， 1970 

“液滴ー速続相液体問における連続相側物質移動

速度化学工学， 35， 78 (1971) 

“気泡一連続相液体聞における連続相側物質移動

速度"向上， 35， 123 (1971) 

その他，化学工学誌、3件，旭硝子工業技術奨励会

研究報告1件
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豊倉賢研究室

当研究室は出来てから 3年，石川・ 城塚両先生の

御支援と応用化学科各先生の御理解によってやっと

研究室らしくなって来ました。私現在早稲田応用化

学会の庶務委員をしており，応用化学会を通じて卒

業生の皆様にお目にか‘る機会がしばしばあります

ので，まず簡単な自己紹介をさせていただき，次い

で研究テーマ，研究室の運営方針などを紹介します。

私は故宇野昌平先生の研究室にて卒論を学ぴ，昭

和32年に学部を卒業しました。昭和34年大学院化学

工学専修に入学し，城塚研究室に所属して先生の御

指導のもとに化学工学における結品(品析)の研究

を始めました。当初物理化学系の文献調査が多く，

基礎的な結晶成長などに関する研究が主でした。博

士課程進学後はそれ伝を発達させ，設計法に関する

研究を行ない，オリジナルな設計法を提出しました。

昭和37年には早大理工学研究所専任の助手になり，

昭和41年12月には米国アラパマ州のTVA肥料開発

研究所に留学，留学前に提出した品析装置設計法を

適用して，燐鉱石の硝酸分解プロセスの開発を Se-

nior Project Leaderとして研究し，昭和43年11月

に帰国しました。昭和44年4月理工学部に本属とな

り，研究室をもつようになりました。

- 研究テーマ

研究室の研究テーマは晶析に関する化学工学的研究

ですが，過去の研究経験などに基いて進めている私

の化学工学なるものをまず述べます。化学工学が化

学エ業と切り離せないのは当然ですが，化学工業の

如何なる面から捕えるかについてはいくつかのパタ

ーンがあります。私は前にも述べましたが工業化学

にて学部を学んだ化学工学研究者であり，それを生

かしたパターンとして新らしい化学工学的手法を導

入することによる化学工業プロセスの開発です。そ

のことは化学工学分野において，まず適用範囲の広

い一般的手法を確立することであり.その確立は工

業化において他の系におけるまたは他の類似操作の

実績の適用および適用範囲拡張の可能性を意味する

ようにしますそれはプロセス開発への適用を目的に

していますので，化学に特有な個々の系によって異

なる特性(化学工学の一般性とは矛盾しますが)と

調和が必要と考えています。

- 研究経過

現在までの研究経過は品析現象を化学工学的に把

握するための研究として，結品種生成速度，結品成

長速度およびそれらと過飽和度との関係の基礎的な

部分とそれらの工業装置 ・操作への適用となる設計

法についてずあり，後者については従来のモデルを

改良して得られた C，F， C，因子に基づく新しい設

計理論体系を提出しました。 (Chem.Eng. Prog. 

Symposium Series No. 110， Vol. 67， 145 

(1971)他)この設計理論はそのま‘でも実装置に

適用でき，すで与に一部の系で実用されていますが，

さらに適用範囲を拡大するため，またはその精度を

あげるためにその体系を発展きせることが必要です。

一方この理論を化学プロセスに適用するためには個

々の系に関するデータの測定が必要ですし，その適

用過程でモデルからの偏りを検討すると同時にモデ

ルを改良してその適用性を高めることが考えられ，

これらは一連の研究として現在なお継続きれていま

す。こ、で対象とされている系は，燐酸プロセスで

の石膏，尿素の精製品析，スルファミン酸，蕉糖や

排煙脱硫プロセスとの関連における石膏などがあり

ます。その他溶媒の品析や晶析範略奪で考えられる凝

集物の生成法が研究されています。

- 運営方針

これらの研究に従事する研究室スタ ッフは現在大学

院修士課程学生 5名，卒論学生7名を含む13名で，

特に学生にはこれらの研究その他を通じて化学工学

技術者になるための教育に十分な留意を払っていま

す。その焦点は大学で学ぶ基礎的なものを如何に工

業系に適用するかに新しい問題の取り組み方，個

性ある独自な見解などで，そのための懇談会などに

は時々卒業生にも御参加をお願いしています。この

ような運営方針は今後も続けて行〈積りで居ります

ので，先輩卒業生の今後の御支援，御鞭縫をお願い

して，研究室紹介を終りにします。
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ニュース

。大坪車庫雄教授 表彰。

大坪義雄教授(第12回 ・昭和7年卒)は，積年の

無機化学及び珪酸塩工業の発展に努められており ま

す業績に対して，今般(昭和46年10月12日)窯業協

会創立80周年記念に際し，功績者として表彰されま

した。会員一同御慶び申し上げる次第です。

。神原周氏高分子学会会長に0
神原 周氏 (I日10回・昭和5年卒 ・東京工業大学，

名誉教授)は多年，高分子化学の研究と高分子工業

の発展に尽力されてきたことは同窓のよく知るとこ

ろでありますが，今春より高分子学会の会長に就任

された。この分野の学問や産業が新し い転換に

直面している今日，神原会長の指導力が影響すると

ころは大きいものがあります。会員一同が御活躍を

期待しております。

く〉菊地英一助手海外留学。

石油化学研究室 (森田

義郎教授)の助手菊地英

一氏は，明春1月よりカ

ナダのアルパータ大学で

Postdoctor研究を行うた

め近日出発致します。研

究内容は r不均一系触媒

反応における吸着と反応

の機構」で，この分野の

先駆者であるProf.1. G. Dalla Lana の指導を受

け，菊池助手が従来手がけて来た仕事を発展きせる

計画とのことです。連絡先は下記の通り。

Dr. Eiichi Kikuchi 

c/o Department of Chemical & Petroleum 

Engineering The University of Alberta 

Edmonton 7， Alberta， Canad且

。早稲図祭開催。

恒例の早稲田祭が11月3日-7日に開催された。

理工学部キャンパスでは例年と違って学友会が成立

していないので，学生有志、が中心となって展示が行

われたが全般に低調なものとなった。

。学賞値上げ0
11月15日6年振りに学費値上げが発表になり，入

学時の学費支出は学部により50-70%となる。これ

に対して在学生の反措置が懸念きれている。学費値上

げが波及する ところは多大であるが，私学が経費を

学生負担のみで運営する以上止むを得ない。問題は

教育費の不平等負担を解消するため 1日も早〈全

額国費による運営にすべきであり， 政府の文教政策

の転換を強〈求めたい。

。事務局担当者に池上さん。

早稲田応用化学会の事務を担当して きました石川

研究室秘書の小林さんが46年春の常会にて辞め，そ

の後任として非常勤事務担当として池上さんにお願

いすることになりました。会員各位と連絡をとるこ

ともあると思いますが，その節はよろしくお願い致しま

す。会員各位からの御要求，連絡などを御待ち致します。

(電話 (209)3211内線256)(池上すず宛)

会務報告

。今年度応用化学会役員。

役員会，常会 (6月7日)において，今期の運営

委員およぴ評議員が決定された。

。昭和46年度新入生歓迎会。

昭和46年度新入生歓迎会が6月26日 (土)早稲田

ボールで開催された。石川会長，森田副会長兼主任

教授はじめ教室の先生方，および新入生約80名を含

む200名近い学生会員が参加した。午前は1年生対

各学年参加チームの試合が行なわれ，午後は会長，

副会長の挨拶，表彰式がありその後お菓子を囲んだ

懇談会となり，親睦を深めて散会した。

。秋季運営委員会開催。

10月29日(金)大限会館にて新運営委員による第

1回の委員会が開催された。石川会長，鎮目，棚橋，

森田副会長はじめ委員1'1名が参加し， 秋の常会，47 

年発行予定の名簿お よび47年度行事案などについて

討議された。秋季常会は，12月6日(月)午後5時

30分より大限会館で開催され，大坪義雄先生の講演

を伺うことになった。名簿については， 47年度中に

発行の予定で準備を進めることが了承された。

。学生対象エ揚見学会実施さる0
早大大学院および学部3. 4年生対象の見学会が

日本化学工業株式会社の御好意で下記要領で開催き

れた。

O日 時昭和46年10月初日午後1: 30-6 : 30 
0見学先 日本化浮工業株式会社小松川工場

(北工場及ぴ第2工場)

大学院学生10名を含む学生70名が参加し，クロム
酸塩およひ硫酸工場を見学，その後に盛大な懇親会

を開催していただきましたo 平素紙上のみの勉強で

実感、の伴なわない学生にと っては，工業装置を見学

したのみでなく，御案内 して下さり ，また懇親会で

もお相手して下さいました先輩からいろいろお話を

伺え誠に有意義な見学会でした。見学会を御許可下

さいました日本化学工業株式会社に御礼申し上げる

とともに，見学会，懇親会に御協カ下さいました中

岡取締役様， 山崎工場長様はじめ多数の 日本化学工

業株式会社の方々の御厚意に深〈感謝致します。
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叙勲者の業績紹介

中沢克己氏

昭和37年10月 藍綬褒章

昭和44年11月 黙四等瑞宝章

功績概要

戦災地の復旧，オイルガス発生装置の導入，都市

ガス施設5ヶ年計画の立案実施についての貢績。ガ

スの地下貯臓， LP ガス，都市ガスのカロリーアッ

プなどの業績。更に各種団体の役員活動にわける多

大の功績に対して授賞。

経歴概要

大正12年東京ガス入社，昭和24年に同社取締役就

任，次いで同33年専務取締役を経て現在は同社顧門

(第 2回・大正12年応化卒)

水野敏行氏

昭和39年 5月

昭和45年11月

功績概要

藍綬褒章

勲二等瑞宝章

早くから化学工業の生産に携わり常に技術の改善

新製品の開拓に努めて成果を挙げ，また関係団体の

要職にあって業界の指導に当り，よく斯業の発展に

寄与し，公衆の利益を輿された。

経歴概要

大正11年，電気化学工業株式会社入社爾来40数年

会社業務に専念し前応用化学会会長として貢献され

た。 (第 2回・大正12年応化卒)

神原周氏
昭和41年9月

功績概要

紫綬褒章

多年にわたり高分子材料の改良につとめ，特にポ

リアクリロニトリルの繊維製造技術の基礎を確立さ

れた。

経歴概要

昭和 5年東京工業大学に任官， 42年に同教授を定

年退官され，続いて東京農工大学教授，同工学部長

を歴任。

現在，高分子学会会長，潤滑油中央研究所々長，

早稲田大学講師など。(第10回 ・昭和5年応化卒)

高木外次氏
昭和41年9月

昭和46年11月

紫綬褒章

勲三等瑞宝章

功績概要

多年化学薬品の合成技術の改良研究に努め，特に

パラアミノサリチル酸ナトリウムの製造技術の開発

に貢献された。

経歴概要

商工省工業試験所技師，保土谷化学工業株式会社

研究所長，山形大学教授を経て各大学の講師を務

め今日に至る (第4回 ・大正13年応化卒)

浅居ちか氏

昭和44年4月

功績概要

勲四等瑞宝章

タリウム感光電導管の感光層の化学的及び光学的

研究，半導体膜の光電効果並びに整流作用，その他

の研究に対する業績。

経歴概要

元理化学研究所，科学研究所研究員，現共立女子

大学教授。 (第 6回・大正15年応化卒)

岸文雄氏

昭和44年秋 勲五等旭日賞

功績概要

道路材料，涯青材の製造法の研究に努め道路舗装

技術の進歩に寄与された。

経歴概要

大正13年東洋木材防腐株式会社入社，同年12月東

京市道路局試験所に勤務，昭和31年東京都土木技術

研究所を退職されて現在に至る。(第4回・大正13年

応化卒)

渡辺薫氏

昭和45年 勲三等瑞宝章

功績概要

特殊紙(電気絶縁紙，硝化綿紙)などの製造技術

の開発と工業化をはかつて，産業の発展に尽力され

ると共に製紙技術の向上に寄与された。

経歴概要

現特種製紙株式会社々長，元静岡県紙パルプ技術

協会々長，また現紙パルプ連合会監事，現紙パルプ

技術協会名誉会員 (第5回 ・大正14年応化卒)
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鎮目達雄氏

昭和46年 産綬褒章

功績概要

及び炭水化物の化学を主とされ，多くの論文，

著書などを通じて関連化学工業の啓蒙，開発に貢献

された。

経歴概要

合成中性カナダパルサムの発明，及びその工業化 大正9年から昭和42年退職されるまで応用化傘科

に関する業績。また，アクリル酸などの工業化，そ 教授，現在早稲田大学名誉教授 (本会名誉会員)

の他の有機工業薬品の国産化に関して大きな業績を

つくられると共円試薬工業界へも多大な貢献をされ 設楽 正雄氏
日

~。
経歴概要

大阪有機化学工業様式会社々長現在本会副会長及

び関西支部長に就任(第16回 ・昭和11年応化卒)

武富昇氏

昭和46年 勲三等瑞宝章

功績概要

多年早稲田大学に在職され，幾多の優秀な研究者

及び技術者を世に送られた。また，研究面では，酵素

昭和46年11月

功績概要

藍綬褒章

多年にわたり我国の製鉄産業に従事して斯業の進

歩に貢献され，特に熱管理関係の基礎学と応用に関

し多大の業績をあげられた。

経歴概要

昭和13年より八械製鉄(株)，新日本製鉄(株)に

勤務，昭和42年退社され現在明治大学工学部教授。

(第18回 ・昭和13年卒)

秋季常会・講演会

昭和46年度秋季常会 ・講演会が12月6日(月)午後

5時3町子より大際会館において開催された。今年は

他の行事との関係で物j年より遅く12月開催とな った

が，水野前会長，石川会長，棚橋，森田副会長は じ

め会員51名が参集した。

石川会長の挨拶の後，恒例により今回は大坪義雄

教授より「熱分析についてjの講演があった。工業

的にも重要な，熱分析法と最近の進歩に関する現状

を沢山のスラ イドを使って平易かっ明快に説明して

頂くことが出来た。講演を終ってから，水野前会長

の音頭で乾杯し，夕食，懇談に入った。席上水野前

会長，森田副会長，百武東亜石油常務の三氏からス

ピーチをいただき，午後8時，なごやかな歓談のう

ちに閉会した。

大士平教慢の議演概要 (熱分析について)

I.DTAの原理と装置について

分析試料と熱変化のない物質とを同時に加熱する

と，試料の熱変化点(転移，融解等)で両者に微小

な温度差が生じる。これを示差熱電対でとらえ，熱

変化ピークとして記録するのがDTAの原理である。

装置は近年，小型化が進み， ミク ロDTAが多く用
いられているが，将来の大型も，重量変化を追った

り，X線分析と並行して行なう場合などには極めて

有利である。

2.DTAの応用例
(硫酸銅5水塩を例にDTAの基本操作の説明のあ
と，データ解釈についてスライドによる豊富な実例

を挙げ乍ら話が進められた。)

DTAは純成分の熱特性を調べるだけでなく，未
知試料からの特定成分の検出，多成分系の状態図の

作成および固浴体の組成決定，反応過程の解析等，

多様に利用できる。例えばカリウム塩を含む脱水素

触媒表面に付着 していたX線では検出できない炭酸

カリウムも， DTAの脱水と転移ピークによって検
出できた。DTAを行なう場合，多成分系試料につ
いては相図的な見方が必要であり，吸熱・発熱ピー

クの解釈には熱カ学的な考察も重要である。また反

応や分解過程の解析には，通常法のほか重量法の併

用と迅速加熱技術を用いることで利用価値を大いに

高め得るのである。
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随想

観察と リアル

入江伸一

地主悌助は僕の好きな画家の一人である。地主の

絵をみると，この画家は何をみつめている人だろう

と考える。この聞いは，観察とは何かということと

相倹って，彼の絵をみる僕の気持をはずませる。こ

の画家の手になれば， 一枚の紙すらも絵の素材とな

りうるのである。画家の目がリアリズムに徹してい

なければならないと考えている人があるとすれば，

地主はさしずめリアリストの最たる存在であろう。

僕自身，彼はこの世で最も素晴しいリアルな目をも

っている数少ない画家の一人であると信じている。

例えば彼は石を多く描いている。石はゴツゴツし

た感触をもち，石のわずかな窪みは陰影の屈指によ

って描かれ，あたかもそこに石が実在しているかの

ような感を呈する。さらに彼の淡白な表現は，物を

透視つくし石を通して向うの世界が拡がっているか

のように感ぜられる。地主はものをそのまま文字通

り描いてきた。そして，ものごとをそのまま描くこ

との欲望は，一枚の紙すらも絵の素材たりうること

を実証してみせたのであった。ごこにおいて地主は

単なる写真家の地位を捨て，偉大なる画家として登

場したといってよいであろう。私達にリアルにもの

を見ることの意味を開示したからであった。

物を観察する眼とはよくいわれることである。し

かし，観察という時私達はこれまで一体何を語って

きたのだろうか。あるいは， 一体何を見てきたとい

うのだろうか。物の本質を見ることが主張されてい

る。こうした主張さえもが鏡舌の域を脱していない

と思える。地主は物をありのままにしか見なかった

人である。彼には自己主張とよばれるべきものは見

いだされない，ただあるのは他人の批評をきらって，

独自の世界をおし進めるかたくなな姿勢のみである。

が，結局彼は独自の，人の表現によれば個性的な世

界を開いていった。この過程こそ，僕がリアルな肢

を感じとった所以なのだ。

私達はかぎられた二次平面の上に，いかに効果的

に三次元空間を表現するかということのみに心がけ

てきた。陰影あるいは透視法といった多くの試みは，

三次元の空間を平面の上に投影しよ うとする人間の

努力の跡であった。この努力は何にも憎して人間の

可能性の象徴であった。が，写実的であろうとする

かぎり，何故平面の上に平面は描けないのか，とい

う聞いは出現せざるをえなかった。紙を描しこの

狂気の沙汰とも思える行為にあえて挑戦することに

より，地主はリアルな眼を獲得したと思われる。革

ためて私達の前にキャンパスが平函であることを示

し，同時に絵画の表現の地平を一歩切り開いたと思

えるからである。リアルとは，おそらくただ描く対

象にせまるだけでは充分で、なく，描く場(キャンパ

ス)をも同時に深〈認識し，自在にあっかえること

に違いない。

今日，多 くの事象の並列の中で一体何を観ていく

のか。このことに答えることはとてもできない。況

や，化学をやることに意味があるのかとか，展望は

あるのかといった類の質問にはとても答えられない

私達は結局ものごとを徹底的にみつめることによっ

て，新たな展望を切り開くしかないと思われる。地

~にとってものをリアルにみることは，リアルに描

くことを極限まで推し進めることであったと思う。

つまり描くことの不可能さを最後まで追求すること

がリアルであり，そうした時初めてリアルにものが

みえる時に違いない。私達も，地主がそうであった

ようにともかく化学の不可能さを追求することのな

かにしかものは見えないのではないだろうか。

考えてみれば応化だよりの編集をお手伝いしてか

ら， 三年の歳月を経た。編集の作業を進めるうちに，

応化会のいろんな仕事が非常に大変なものであるこ

とを知った。かつて編集をされていた長谷川，宇佐

美両先生，そして会計の鈴木先生の御努力，いつも

住所訂正の調査をされた石川研究室の小林さんの御

骨折，全て本当に頭の下る思いであった。編集の問

題に関していえば，字佐美先生の時代には，学生の

意見を充分にもりこんだ誌面の作成を意図され，土

田先生の代になっては，こ うした基礎の上にさらに

学外同窓との広い交流の場として，誌面を充実され

ていったように思える。このように編集にも，はっ

きり編集を担当された諸先生の個性があらわれてい

る。過去の歴史を踏え，応、化だよりが今後も発展し

て欲しい。また半面諸先生の努力の有機的つながり

がもっと強くてもよいと思う。

応化会が更に発展するためには，単に諸先生ある

いは同窓の誠意と努カの上にあぐらをかくだけでは

なしそれを支える組識的な裏付けを整えるべきで

はないかと，思われる。応化だよりについても編集委

員会を設け本格的に活動されるよう御願いしたいも

のである。このような動きを絶やさないで応化会が

発展してゆくように期待したい

(新制20回・昭和45年卒，現在修士2年在学中)
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私は日本に留学してはや五年目を迎えようとして

います。留学の聞に日本と日本人についていろいろ

な考えを持つようになりました。その事について述

べたいと思いますが「人間の社会的な判断は空間と

時間と気持ち等によって変化する」 と思いますので

留学の雑感の題自の代わりに私の国について申し上

げます。

私は誰かが外国へ二，三ヵ月以上行ったら.自分

の国へのあるいは家族への愛が益々ふえ るのではな

いかと思います。むかし私はいつも家族から離れた

いと考えていました。しかし今は逆に早〈帰りたい

という気持ちに変りました。

Pascalは「人聞は葦ですが，知識をもっている」

と言いましたが，私は人聞は知識をもっていても良

，心(Conscience)がなければならないと，思います。

良心のない科学は破滅する。良心は国家の愛，家族

の愛，母子の愛，などから構成されると考えます。

人聞は知識と良心をもっている動物の一種であり，

機械ではないので，生まれた時から一生の生活に速

なる家族，社会，国家の愛を誰でも非常に強〈持っ

ています。それで，だれでも自分の国，自分の家族

を愛することは当然でありましょう。 しかし，今自

分の国がいいという観点からではなし客観的な観

点からベトナム国を紹介いたします。ここではベト

ナムの教育，経済，工業を主として述べます。

ベトナム共和国(南ベトナム)の独立以来，政府

は非常な努力をはらって教育施設を拡充してきた。

憲法には 6オから11オまでの児童の義務的かつ無償

の教育を唱っているが，戦乱のため，未だにその目

標を達成できないでいるのは残念なことである。政

府の定めている教育制度は組織的にはフラ ンスのも

のに似た点が多いが，教育内容は完全にベトナム化

グェン・ J~ン・タン

されたもので，ベトナム語，ベトナム史，ベトナム

文学に重点が置かれている。現在の目標低学令児童

に対して，少なくとも三ヶ年の教育を与え.一方で

大人の識字率を高めるという点に力が注がれている。

総合大学は五つある。最も重要なものはサイゴン

大学である。学生数は3万，法 ・文 ・医 ・薬 ・理お

よび教育の六学部と高等農業学校があり. 1966年に

アメリカの援助て噺い、医科歯科学部ができ，付属

病院もできました。ユエ大学は1957年の創立で，法・

文・理・医の各学部およぴ高等美術学校があり，学

生数は 5千である。カント一大学はもっと小さい。

以上三大学は国立大学である。ダラト大学はカト リ

ック， ミッションの私立大学であって1957年の創立

である。学部は文 ・瑳 ・教育 ・政治・経営およぴ新

聞の六学部である。パンハン大学は仏教教団によっ

てサイゴンにつくられたもので'1964年の創立である。

宗教学部のほかに文学部，人文学部およぴ社会事業

学部があり，学生数は急速に増え，すでに 2千を越

えている。今，政府ぬ政策は共同大学(実用大学)

を発展させている。

ベトナムはなんといっても農業国であり，人口の

75%までが農民とその家族である。工業はいまだに

軽工業，手工業の段階であり，多くは農産物の加工

業である。鉱業は石炭と岩塩がきかんである。

年産450-500万トンに及ぶ米がベトナムで最も重

要な産物であり，主としてメコンデルタ地帯に産出

する。独立以来この産額は倍増しているが，これは

化学肥料の導入，新田の開拓，農業用機器類の改良

などの努力を集中したおかげである。異る気候形態

と土壌の条件によって，ベトナムの農業はきわめて

多様な産物を有している。ありとあらゆる穀類と豆

類，それに熱帯の果物類は実に豊富であり，農家の

現金収入のもととして極めて重要である。

工業用農産物や輸出産物は主としてプランテーシ

ヨン (Plantation) 農業によっている。コ・ム，割糟

茶， コーヒーなどがそうであるが，特にゴムの生産

はベトナムに有利であって，ゴムに最適の土壌地帯が

50万エーカーもある。漁業も盛んで30万の人口が従

事しており，年間40万トンの水揚げがある。魚種も

多様で川海双方の漁獲がある。改良された魚網，冷

凍設備，発動機っき漁船などを導入すれば飛躍的な

発展が可能である。植民地時代には，工業の発展に

見るべきものがなかった。独立以来，工業化への政
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府の努力と外国の援助によって生産性の高い工場が

続々と建設された。

繊維工業は繁栄している。昔からの手工業のほか

に新式の紡績工業も多しレーヨン，合成繊維の織

物を生産している。砂糖，自動車タイヤ，清涼飲料

石けんなどの工場もあるが小規模である。そのほか

機械工場，タバコ工場，マッチ工場などを含めて，

これらの工場はチョ ロン地区に集中している。 新式

の工場としては製紙，セメン ト，ガラス，薬品など

の業種があるが，これらはサイコeン地区およびビェン

ホアの総合工業地区にある。窯業は圏内消費につい

て充分な生産量がある。プラスチック工場や電球工

場は小規模なものが各地にある。 1963年から建設の

始ま った，ビエンホアの総合工業地区では現在もう

応用化学会に

既に操業を始めたものが多い。

以上ベト ナムの教育，経済，工業を概略に述べた。

その現状をほかの先進国に較べる と砂漠中のー粒の

砂であろうと思っています。その昔，院王朝の王様

が1858年に維新政策を実施していたならば，フラ ン

スの統治と今日の残酷な戦争は行なわれなかったも

のと思っています。

(註)
グエン ・パン ・タン君は，ベトナム政府留学生と

して早稲田大学に留学 し，現在学部4年に在学，

篠原 功教授の下で卒研に従事しております。も

う2，3年勉強してから帰国し，高分子材料の成型

加工と応用の工場を建設し運営の予定。

望むこと る方々がどんなことを考え，生活していらっしゃるかは

我々が将来の方向を決めるのに密接に関連致しますので，

非常に興味があることです。卒業生の方と話し合える機

会を持つことは無理な希望でしょうか。話は飛躍します

れ現在大きな問題となっている公害も一般的な事を言

黒田一幸 うのは無理としても，原因の一端には化学技術者の

閉鎖性があると私は思っています。ニんなことを言

入学早々に名簿や応化会だよりを受け取って以来 うのも，実際に技術者の置かれている状況を私が

私は学生会員の一人であり，新入生歓迎会等で応化 知らないからかもしれません。だからそのためにも，

会から資金の援助がある事も知ってはいながらも， 我々は社会に出ておられる方々と話し合うことが必

応化会に対して何か疎遠な感じを禁じえませんでし 要なのだと私は信じています。公害防止解決のため

た。今年度に入って，私は学生幹事の一人として応 の技術者聞の協力や連帯が，今な くてはならないも

化会の仕事のお手伝いを，させていただ くことにな のになっています。卒業生同士，あるいは卒業生と

りました。そして新入生歓迎ポーリング大会や工場 在学生聞の接触から，公害問題(言葉の可否はとも

見学 (3年生対象だったと記憶しています ) ，あ かく)解決への一歩が生まれたら と私は願っていま

るいは 3年生に対する研究室紹介等，学生会員のた す。

めの活動は，昨年に比べて活発になったと私は思い そのような機会を持つことは，応化会の目的から

ます。 いっても望ましいことだと思います。

しかしながら私には今一つ不満があります。それ

は卒業生の方々と在学生の接触が殆どないとい (註)

う事です。少くとも私にはそ う恩われ ます。 黒田君は応用化学科2年在学生，応用化学会学生

応用化学科を卒業されて，現に社会で働いておられ 幹事として活躍中。
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住 所 不 明 者
(昭和46.9現在)

⑧…・・・転居先不明 @・・・・・・あて名不完全 ⑧…・ーあて所に尋ねあたりません

卒回業数 氏名 返送きれたときの宛香住所 卒業
氏名 返送されたときの宛書住所回数

(有志)

宍倉 幸一⑧練馬区関町2-167 工7 野口義一 大阪府摂津市大字一津屋700-

小倉 一芳⑥愛知県江南市木賀新田850-1 1ダイキン淀川製作所(退職)

工15 小野 三郎⑥姫路市広畑区小松町2-66 

(旧制) 富士鉄小松アパート11-5

|日4 奥川 敏蔵⑧新潟県新潟市浜浦町1-200 (燃料化学科)

旧12 堀江康雄⑧中野区野方町2-1510 燃2 武岡健一 ⑧世田谷区松原4-374 

旧17 宗方 千里⑧山口県宇都市西区下係 燃2 西島 公信⑥世田谷区玉川等々力町2-97-2

チタン会社々宅 燃3 青木良市@杉並区高円寺1-18-2 

旧17 森 章彦⑧兵庫県尼ヶ崎市塚口町 高円寺マンション

6 -62-2 燃3 中山 勇夫⑥茨城県那珂湊市泉町1区4606

旧18 殿井緑郎@大阪府豊中市服部本町3-1 燃7 鎌井琢夫@福岡市西田町2-33-1 

旧18 三橋 問。 ⑥柱、谷区穏田 1-133 (大学院修了者)

旧19 好本太郎⑧神戸市東灘区岡本町鋲迦団 大修2中山 不覇 ⑧足立区新回東セロアパート→

57-3 ⑧大田区馬込4-3098 

!日19 久保田穣亮@大阪→福島県いわき市泉町字 大修2古谷峻太郎⑥仙台市原町小田原新堤下

下川 白石様方 27-93 

旧19 小森正治⑧世田谷区玉川奥沢町1-77 大修5小野 尚信⑧豊島区→⑧凸版印刷蓮根寮

旧20 渡井栄一郎@杉並区大宮前3-13 板橋区蓮根町3-17 

旧23 岡村 薫⑧春日井市王子町1-5 -24 (新 制)

5区24 新1 小林礼次郎⑤練馬区下石神井2-1236 

旧25 金子 四郎⑥品川区東大井4-4三井物産 新1 高橋秀男⑧中央区八丁堀3-9

大井仙台社宅1041 新1 山根荘介⑧四日市市中川原4-1

旧26 高木 工⑥新居浜市星越町7124 新2 岩淵 興⑤福岡市白金1丁目(11)-33

旧28 中里佑四郎⑧鎌倉市材木座5-13 新2 山口 賢治⑥埼玉県入間郡富士見町ツルセ

旧30 原田 寛介⑥北九州市門司区元清滝町1ー 団地16-1

851 新2 山本 真⑥千葉県稲毛町2-19 福福荘

旧30 菅井康郎⑧和歌山市西浜3-5-9 新3 石黒 f呆男 ⑥文京区本駒込3-10-4 

旧31 皆川 昌三 ⑥福岡市大字塩原571 新3 並木 実⑥江戸川区東小岩2-23-4 

!日31 高橋秀夫⑧兵庫県川西市寺畑字東棚田 新3 南部良治⑧小平市喜平町 860-1

6-1ラサ工業社宅 小平団地1-12-409 

旧31 沢田 祥充⑥大阪府堺市上野芝町4-610 新4 井上浩二@鎌倉市大町5-3 -25 

丸善石油社宅 新4 山田 義晴⑧福岡県福岡市原団地12-102

旧32 三好剛夫⑧板橋区下赤塚町 951-4 新4 渡辺 修⑧世田谷区赤堤3-35-10

旧32新田宗三郎⑧葛飾区本田中原町6 新7 大庭敏郎⑥市川市大和田 338 日産化学

旧32 吉村三郎⑧豊中市千里園2-157清泉荘 市川アパート36号

(工業経営学科) 新7 神田 隆二⑥北海道北見市北上芝糖寮

工6 太木 博⑧)11崎市上麻生1868-6 新7 小柴晴海 ⑥中野区中央2-39-16 

Q
d
 
qa 



卒業
氏名 返送されたときの宛書住所回数

新7 杉田 進貞⑧北九州市八幡区幸神町1-8

-319-21 

新 7 福原洋一 ⑧新潟市宝町6-3

新8 牧野 兼久⑥名古屋市港区金川町2-3

東邦11ス社宅A-302

新8 山崎幸一 ⑧新潟市新光町4 イの 1号

新8 比留間崇夫⑧港区南青山4-10一7

新8 景山 武⑧世田谷区玉川中町2-96-8 

新9 角田 省吾⑥大田区石川 2-1 -21 

新9 関 拡⑧福岡市昭代町4丁目

公団分譲住宅 317

新9 小島 健正⑧北海道有珠郡伊達町字末永49

台糖社宅 72号

新9 関根 f愛 ⑧品川区小山 2-444 

新 9 阿武靖彦 ⑥静岡県三島市一番町6-15

菰池アパート 3-19 

新 9 石井利和⑧市川市八幡5-2 -16 

新9 門田 正彦⑥柏市常盤台216日本電工常盤

台社宅

新9 田島 喜助 ⑧兵庫県尼ヶ崎市西灘波町1-1 

旭硝子第二西灘波荘2-206 

新9 佐野充彦⑥兵庫県加古郡稲美町六分一

1178 

編集後記

応化会だよりも第13号となった。こんな小冊子に

も同窓各位の御理解があつまり，近況，御意見など

御活躍の皆様から沢山の御寄稿が届くようになり，

編集子はうれしい悲鳴を上げております。お蔭で石

川会長の念願に沿って，増頁を断行できました。会

員各位との連絡，サービスは，常会を除くと本誌し

かありませんので，今後共大いに発展させたいもの

です。

今回は巻頭の(実学のすすめ)をはじめ，外国人

に伍して活躍しておられる方々や，企業などで中堅

として働いておいでの皆さんの，本当に読みごたえ

のある御意見を寄せて頂いたことに深謝致します。

6∞余の学生会員も，本誌上で先輩との交流を望ん

でおります。研究室の紹介記事も長く続きましたが，

本号で全専修を一巡致しました。大学激動の時期に

我が応用化学会が同窓にと って，横の連絡機関とし

ての役割も果して行き度いという石川会長の意見に，

卒業
回数 氏名 返送きれたときの宛書住所

新9 藤原 繁⑧日野市多摩平10時T区帝人多

摩アパート1235

新9 塚本 陽二⑧岡山県倉敷市福田町北畝194

新9 箸 時一郎 ⑧横浜市鶴見区上末吉町90

東芝中研末吉寮

新9 松崎 久 ⑥北区豊島2-26-20日向アパ

新9 箕輪俊之助⑧世田谷区喜多見町3389

新10 杉山 桂一⑧福岡県喜多方市塗物町

昭電昭和寮

新10 川田 宏⑧新宿区左門町20-7

新10 高橋清彦 ⑧札幌市琴似山の手三条5丁目

224三井物産アパート401

新10 関野修弘 ⑧横浜市南区別所町63

新10 市原 史郎 ⑧ 横浜市鶴見区東寺尾町制4

三菱化工機第二寮

新10 関川 吉男⑥JlI崎市高石209

新10 斎藤充利 ⑤北海道苫小牧市表町18

若葉荘6号

新11 安西輝男⑧浜松市田島町1805

新11 堀内 弘雄⑧兵庫県姫路市大津区大津アパ

ート51棟14号
新11 河村公昭 ⑥渋谷区広尾2-3 -24 

各位の御協力と御援助を御願い致します。

不肖，編集子も6回の発刊を通じ不充分ながら一応

の目標には達したように存じまして，辞任させて頂

くことになりました。各位の御力添えlこ心から感謝

申し上げますと共に，来春よりの新機軸による紙面

lニ御期待頂くよう御願い致します。最後にこの3年

間を剣り付け，校正，連絡などの編集業務に，実に

熱心に御手伝い項いた入江伸一君 (修士2年) Iこ心

から謝意を表します。

昭和46年12月1日発行

発行 早稲田応用化学会
新宿区西大久保4 早大理工学部内

編集兼 土田英俊
発行人

印刷 額堀越研究所
千代田区神田神保町2-20 
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卒業
氏名 返送されたときの宛香住所

卒業
氏名 返送されたときの宛書住所

回数 回数

新11 小柴英昭⑤渋谷区渋谷1-19-15旭硝子 新14 露木 i享次⑧大分市大字西明野2-2

美竹町アパート 昭和電工社宅6-401 

新11 宮崎正彬⑧愛知県知多郡上野町荒尾下り 新14 戸嶋弘一⑧東村山市恩多 2-864-1 

松1-2東亜合成荒屋社宅142号 B.S.青年館A30445年8.S退

新11 滝沢 譲⑧千葉県千葉市花見川 2-23ー 社に付移転先不明

201 新14 佐久本政俊⑨大阪市大淀区大仁西201(大淀
新11 松山 喜昭⑥世田谷区赤堤4-27-16 区内になし)日光化成K.K.内

田内方 (受取人不在の為返送)

新11 岡野 毅⑥世田谷区深沢4-32一7三菱 新14 松本陸実⑥杉並区高円寺南2-44-11 
化成アパート 日本化薬高遠寮

新11 田島功統⑨港区南青山4-17-43-302 新14 三宅靖宏⑥宝塚市川面字池田32-2 
新11 武田 允男 ⑧武蔵野市境2-4 -12白樺荘 若松荘

新11 梶原 宏 ⑧秋田市中通3-3 -47三菱寮 新15 実川 吉久⑥市原市八幡海岸通り17 大日

(転勤) 本インキ市原社宅122

新11 鮫島 牧 ⑥大阪府高石市東羽衣1-9-1 新15 山口 千尋⑧杉並区下高井戸 1-143 
羽衣住宅233 日本鉱業K.K.桜上水寮

新11 大沢欣三 西宮市門戸岡田町163-2 新15 黒崎 浩⑥津久見市高洲町16-5青雲寮

新11 江崎友康@西宮市枝川町7浜甲子園団地 新15 大竹正之⑧)111崎市長尾940三菱化成

29-306 (前住者不明) 神木寮

新12 井上征四郎⑧静岡県三島市梅名591東洋レ 新15 沢崎哲夫⑧大阪府三島郡島本町大字広瀬

ーヨン梅名社宅13 積水化学青葉寮

新13 門脇正敏 岩国市山手町2丁目帝人錦寮 新15 戸叶 浩敬⑧三重県四日市市浜田153-1 

新13 斎藤栄輔 ⑥横浜市保土ヶ谷区中希望丘 寿ピル 201号

11-3古河電工社宅 新16 富岡 寛⑨文京区本郷6一7-4

新13 芳賀和雄⑥京都府宇治市蒐道丸山36-50 旭電化森川寮内

寿荘3号 新16 西川 義弘⑥葛飾区青戸8-20-9 

新13 米津 潔 ⑧岡山県倉敷市中島387 新16 西沢 敦@大阪府豊中市目立造船豊中寮

新13 吉田善宏、郎 ⑥岐阜市白菊町5-4 新16 宮本 日月彦⑧渋谷区西原1一7-2 -208 

新13 柴田 徹⑥八王子市大和町1400小西六写 新16 片桐 幹夫⑥千葉県市原市有秋台西2-5

真大和田寮 三井石油化学K.K.有秋西社

新13 飯塚晃市⑥山口県玖珂郡和木村和木砂田 宅C-11-401

394 新16 業 明雄⑥新宿区市谷仲之町57第一束荘

新13 南部 惇 ⑧福岡県田川郡香春町香春日本 新17 横山 功⑥福岡県大牟田市大字歴木4-10

セメント東寮 三井東圧化学米の山祭

新13 橋本一郎⑨川崎市北見方604昭電社宅 新17 木曾宗昭⑥千葉県船橋市束中山 3-222-5

242号 松栄荘

新13 吉池鴻允⑧横浜市旭区善部町80 新17 桑原 豊⑥大阪府豊中市岡町北6-37 

新14 棚井暁男⑧渋川市阿久津273-2関東電化 みのる荘

アパート206 新17 高瀬英晃@千葉県市原市辰巳台東3一14

新14 恵美 怜⑥北九州市八幡区西王子町三菱 日曹油化第三アパート

化成西王子寮 新18 曾根 勇 ⑥福岡県北九州市八幡区西王子

新14 小野村将輝 ⑥大阪府高石市西取石3-9 町12-5 

東洋高圧新家社宅417号 三菱化成K.K.西王子寮

新14 鈴木幸男 ⑥愛知県春日井市王子町 新18 片桐 清 ⑧千葉県市原市海士有木1765-1

王子製紙K.K.春光寮 新18 和田 誠一⑥練馬区大泉学問町2910
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卒業
氏名 返送されたときの宛香住所 卒回業数 氏名回数 返送されたときの宛書住所

新18 関谷紘一@調布市染地3-1 -97多摩川

住宅1-10-102

新18 石井敏博⑧埼玉県与野市大戸636旭電化

北浦和寮

新18 西国 岱輔 ⑧新宿区西大久保3-160萩の荘

新19 八尋 攻⑥横浜市西区藤棚町2の177

日甜社宅

新19 片倉弘一⑥南多摩郡稲城町百村516-1

高砂荘

新19 小枝輝久⑧府中市清水ケ丘2-3-4

新19 小田 進 ⑥杉並区松の木3-16-12

すみれ荘3号室

新19 中村淳二⑧福岡市高官4-10-43 

新19 黒田 泰人⑨新宿区西大久保2-282 

森田様方

新19 白井孝志⑧墨田区八広5一7-1共和レ

ザー寺島寮

新19 三原隆幸⑥横浜市鶴見区東寺尾町844

三菱化工機K.K独身寮

新19 高橋 宏 ⑧品川区大井7-9 -18ホーム

ドリアン55号

新19 林 卓治 ⑧杉並区久我山 3-38 

新19 北村忠邦⑤埼玉県本庄市久々字750

新20 山崎克之⑧横浜市神奈川区丈口中町211

新1 樋口欣一郎⑥)111崎市上平間1700-163

明菓社宅

旧17 伊藤 周蔵 ⑧横浜市保土ケ谷区上星川町132
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